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回
大
会
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国
際
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糸
東
流
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手
道
世
界
選
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大
会
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本
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少
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法
指
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一
般
研
究
発
表
は
人
文
・
社
会
科
学
系
、

自
然
科
学
系
、
武
道
指
導
法
系
、
国
際
セ

ッ
シ
ョ
ン
（
そ
れ
ぞ
れ
口
頭
発
表
12
分
、

質
疑
応
答
３
分
）
が
全
日
、
ポ
ス
タ
ー
発

表
が
２
、
３
日
目
に
行
わ
れ
た
。

　

人
文
・
社
会
科
学
系
は
計
18
題
で
、
剣

術
の
歴
史
や
伝
書
、神
事
と
薙
刀
の
関
係
、

手
裏
剣
術
や
柔
術
活
法
な
ど
に
関
す
る
研

究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
柔
道
の
国

際
化
や
、
韓
国
剣
道
に
つ
い
て
の
発
表
も

な
さ
れ
た
。

　

自
然
科
学
系
は
計
30
題
で
、
柔
道
・
剣

道
競
技
の
動
作
に
ま
つ
わ
る
速
度
・
強
度
、

　

日
本
武
道
学
会
第
46
回
大
会
・
第
１
回
国
際
武
道
会
議
は
、
９
月
10
日
～
12
日
の
３

日
間
、
筑
波
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
初
の
国
際
武
道
会
議
開
催
と
な
り
、
参
加

総
数
311
名
の
う
ち
、
20
名
が
外
国
人
武
道
研
究
者
と
し
て
参
加
し
た
。
ま
た
、
例
年
の

一
般
研
究
発
表
（
人
文
・
社
会
科
学
系
、
自
然
科
学
系
、
武
道
指
導
法
系
、
ポ
ス
タ
ー

発
表
）
に
加
え
て
、
国
際
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
英
語
の
み
の
研
究
発
表
も
行
わ
れ
た
。

計
120
題
が
演
題
と
し
て
上
が
り
（
全
演
題
・
発
表
者
は
170
頁
～
173
頁
に
記
載
）、
各
武
道

種
目
の
研
究
者
に
よ
る
発
表
や
討
議
が
活
発
に
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
鹿
島
神
宮
の
鹿
島
則
良
宮
司
に
よ
る
記
念
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
各

専
門
分
科
会
の
企
画
が
開
か
れ
た
。

　

発
表
時
は
も
ち
ろ
ん
、
休
憩
時
間
に
も
英
語
が
飛
び
交
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
レ
ジ
ュ

メ
も
全
て
英
訳
付
き
に
な
る
な
ど
、
研
究
面
で
も
武
道
の
国
際
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
示
す
大
会
と
な
っ
た
。

稽
古
に
お
け
る
人
体
へ
の
影
響
等
に
関
す

る
研
究
発
表
が
主
に
行
わ
れ
た
。

　

武
道
指
導
法
系
は
計
29
題
で
、
柔
道
・

剣
道
の
初
心
者
へ
の
対
応
や
、
空
手
道
指

導
時
の
言
葉
、
合
気
道
の
学
習
成
果
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
発
表
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
中
学
校
の
武
道
授
業
に
関
す
る
発
表

も
12
題
あ
り
、
研
究
者
の
関
心
の
高
さ
が

窺う
か
がわ

れ
た
。

　

今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
た
国
際
セ
ッ
シ

ョ
ン
は
計
29
題
で
、
そ
の
う
ち
、
14
題
が

外
国
人
研
究
者
に
よ
る
発
表
と
な
っ
た
。

発
表
は
全
て
英
語
で
行
わ
れ
、
柔
術
・
柔

道
に
関
す
る
も
の
が
12
題
と
最
も
多
く
、

次
い
で
剣
道
と
空
手
道
が
４
題
ず
つ
、
な

本部企画・シンポジウムの様子

初の国際武道会議を開催
３日間で計 120 の演題を発表

日本武道学会第 46回大会　第１回国際武道会議

　

一
般
研
究
発
表
（
全
日
）
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ぎ
な
た
が
２
題
、
弓
道
が
１
題
、
そ
の
他

が
６
題
と
な
っ
た
。
柔
道
・
剣
道
以
外
の

武
道
種
目
を
テ
ー
マ
に
扱
っ
て
い
る
の
も

の
が
み
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
、
国
際
的
な

比
較
分
析
を
行
っ
た
も
の
も
多
か
っ
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
発
表
は
計
14
題
で
、
今
回
は

全
て
英
語
で
示
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
な

取
組
が
意
識
さ
れ
た
形
で
進
め
ら
れ
た
。

柔
道
・
剣
道
・
空
手
道
・
弓
道
の
研
究
成

果
が
貼
り
出
さ
れ
、
興
味
を
持
っ
て
集
ま

っ
た
会
員
に
、
発
表
者
は
デ
ー
タ
な
ど
を

示
し
つ
つ
、
解
説
に
あ
た
っ
た
。

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
―
―
神
と
と
も
に
歩
ん
で

き
た
道
」
鹿
島
神
宮
・
鹿
島
則
良
宮
司

　

初
日
の
午
後
４
時
か
ら
行
わ
れ
た
。

　

演
者
で
あ
る
鹿
島
則
良
宮
司
は
、ま
ず
、

神
道
に
つ
い
て
、
今
と
い
う
歴
史
の
中
で

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
次
の

世
代
へ
よ
い
形
で
引
き
継
い
で
い
く
も
の

と
語
っ
た
。

　

次
に
、
神
道
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
の
が
神
話
で
あ
る
と
し
、
古
事
記
、
日

本
書
紀
、
常
陸
国
風
土
記
を
紹
介
し
な
が

ら
、鹿
島
神
社
に
ま
つ
わ
る
国
譲
り
神
話
、

神
武
東
征
神
話
に
つ
い
て
触
れ
た
。特
に
、

鹿
島
の
神
で
あ
る
武た
け

甕み
か

槌づ
ち

大の
お

神お
か
みの
活
躍
、

韴ふ
つ
の

霊
み
た
ま

剣
の
つ
る
ぎの

霊
力
、
常
陸
国
風
土
記
に

鹿
島
神
宮
に
伝
わ
る
直
刀
（
国
宝
）
の
由

来
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
語
っ
た
。

　

他
に
も
、鹿
島
に
ま
つ
わ
る
話
と
し
て
、

関
連
す
る
武
術
流
派
、
能
の
演
目
「
常ひ
た
ち陸

帯お
び

」、
地
震
除
け
の
「
鯰な
ま

絵ず
え

」
を
紹
介
し

た
。
と
り
わ
け
、
鹿
島
が
古
く
か
ら
武
道

人
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
、
塚
原
卜
傳
を

流
祖
と
す
る
鹿
島
新
當
流
や
、
鹿
島
神
傳

直
心
影
流
な
ど
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
と

述
べ
た
。
ま
た
、
常
陸
帯
は
縁
結
び
の
話

で
、
鹿
島
の
神
が
白
蛇
と
な
っ
て
古
い
に
し
えよ
り

国
を
守
っ
て
き
た
こ
と
、
鯰
絵
は
、
安
政

の
大
地
震
発
生
に
伴
い
江
戸
時
代
に
流
行

し
た
絵
で
、
地
震
除
け
の
神
と
し
て
知
ら

れ
る
鹿
島
の
神
が
鯰
を
押
さ
え
て
い
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

　

地
震
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
こ
と
に
話
が
移
り
、
震
災
一
週
間

前
に
鹿
島
神
宮
に
一
番
近
い
海
岸
で
、
鯨

が
52
頭
上
が
っ
た
こ
と
、
震
災
時
に
鳥
居

が
神
を
守
る
か
の
よ
う
に
倒
れ
た
こ
と
、

国
譲
り
神
話
で
は
敵
同
士
だ
っ
た
諏
訪
大

明
神
の
１
ｍ
30
㎝
も
あ
る
お
札
が
、
鹿
島

の
海
岸
に
流
れ
着
い
た
こ
と
な
ど
、
不
思

議
な
出
来
事
が
続
い
た
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
我
々
は
先
祖
が
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
か
さ
れ
、
歴
史
の
中
で
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
次
の
世
代
に
伝
え

て
い
く
と
い
う
大
切
な
役
目
が
あ
る
こ
と

を
考
え
て
、
武
道
に
励
ん
で
ほ
し
い
と
述

べ
、約
１
時
間
の
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｂ
ｕ
ｄ
ｏ
に
お
け
る

実
践
と
知
の
対
話
」
は
、
午
後
１
時
よ
り

始
ま
り
、山
口
香
氏
（
筑
波
大
学
准
教
授
）

と
、
ア
レ
ッ
ク
・
ベ
ネ
ッ
ト
氏
（
関
西
大

学
准
教
授
）
が
総
合
司
会
を
務
め
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
時
間
を
区
切
っ
て

３
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
（「
実
践
と
し
て
の

Ｂ
ｕ
ｄ
ｏ
」「
学
問
と
し
て
の
Ｂ
ｕ
ｄ
ｏ
」

「
討
論
」）
で
行
わ
れ
た
。

◉
セ
ッ
シ
ョ
ン
１

「
実
践
と
し
て
の
Ｂ
ｕ
ｄ
ｏ
」

　

阿
部
哲
史
氏
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
Ｎ
Ｐ
Ｏ
武

道
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長
）と
ユ
ル
ゲ
ン
・

ク
リ
ン
ガ
ー
氏
（
イ
ギ
リ
ス
・
バ
ー
ス
大

学
柔
道
部
監
督
）
が
、
報
告
を
行
っ
た
。

▽
報
告
①

　

阿
部
哲
史
氏
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

武
道
の
変
容
」

　

１
９
９
２
年
よ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
拠

点
と
し
て
武
道
の
実
践
や
研
究
を
続
け
て

き
た
経
験
を
も
と
に
報
告
を
行
っ
た
。
特

に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
盛
ん
な
「
サ
ボ
ー
武

術
会
」
を
例
に
挙
げ
て
「
新
興
武
道
」
に

つ
い
て
の
説
明
を
し
た
。

　

新
興
武
道
と
は
、
９
種
の
現
代
武
道
の

熱心に聴講する参加者

鹿島則良鹿島神宮宮司

　

本
部
企
画
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
２
日
目
）

　

記
念
講
演
（
初
日
）
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枠
に
入
ら
ず
、
武
道
と
格
闘
技
の
区
別
も

曖
昧
で
あ
る
一
方
、
名
称
や
技
術
体
系
な

ど
、
日
本
武
道
と
の
関
連
を
有
し
て
い
る

も
の
と
説
明
。
サ
ボ
ー
武
術
会
は
こ
れ
に

当
て
は
ま
り
、
居
合
の
よ
う
な
こ
と
も
行

う
が
、
左
利
き
の
人
が
刀
を
右
に
差
す
な

ど
、
日
本
の
武
道
修
業
者
か
ら
み
れ
ば
、

偽
物
に
見
え
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
を
わ
か
っ
て
い
な
が
ら

続
け
る
修
業
者
も
い
て
、
現
在
で
は
１
千

名
ほ
ど
の
会
員
が
お
り
、
無
視
で
き
な
い

数
に
な
っ
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
、
普
及

の
背
景
に
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
の
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
論
し
た
。

　

最
後
に
、
海
外
に
普
及
し
た
武
道
が
、

そ
の
国
の
文
化
と
の
摩
擦
や
融
合
を
経
て

新
興
武
道
と
な
る
こ
と
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

以
外
で
も
み
ら
れ
る
と
説
明
。こ
れ
ら
は
、

武
道
文
化
を
理
解
す
る
際
、
深
く
関
係
し

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
。

▽
報
告
②

　

ユ
ル
ゲ
ン
・
ク
リ
ン
ガ
ー
氏「
柔
道
―
―

教
育
制
度
か
格
闘
技
か
～
イ
ギ
リ
ス
で
働

く
ド
イ
ツ
人
コ
ー
チ
の
視
点
か
ら
～
」

　

世
界
に
お
け
る
柔
道
の
課
題
は
、
会
員

数
の
獲
得
で
あ
る
と
し
、
現
状
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
頂
点
に
格
闘
技
と
し
て
の
色
が

濃
く
な
っ
て
い
る
が
、
教
育
面
に
も
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。例
え
ば
、

ド
イ
ツ
の
柔
道
選
手
は
、
一
定
の
年
齢
に

な
る
と
目
的
を
見
失
い
、
や
め
て
し
ま
う

者
も
い
る
が
、
教
育
面
を
理
解
し
て
い
れ

ば
、
一
生
続
け
ら
れ
る
武
道
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
と
し
た
。

　

結
論
と
し
て
、
格
闘
技
と
教
育
と
い
う

２
つ
の
側
面
を
踏
ま
え
て
コ
ー
チ
育
成
な

ど
を
行
え
ば
、
会
員
数
の
確
保
と
い
う
課

題
に
も
対
処
で
き
る
と
述
べ
た
。

▽
参
加
者
の
意
見

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
終
わ
り
に
、
質
疑
応
答

の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
聴
講
者
か
ら
次
の

意
見
が
あ
っ
た
。

「
柔
道
は
競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
な
っ
た
こ
と

で
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
。ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
っ
た
こ
と
で
勝

利
至
上
主
義
の
考
え
方
が
広
が
り
、
本
質

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
」。

　

こ
れ
に
対
し
、
ク
リ
ン
ガ
ー
氏
は
「
同

感
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
へ
の
取
り
上
げ
ら

れ
方
を
見
る
と
格
闘
技
と
し
て
の
面
は
否

定
で
き
な
い
が
、
教
育
面
も
重
視
し
て
、

バ
ラ
ン
ス
良
く
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
述

べ
た
。

　

ま
た
、
阿
部
氏
は
「
破
壊
と
い
う
言
葉

が
気
に
な
っ
た
。
ど
の
武
道
も
競
技
の
お

か
げ
で
広
ま
っ
た
部
分
が
あ
り
、
現
実
的

な
問
題
と
し
て
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
」
と
答
え
た
。

◉
セ
ッ
シ
ョ
ン
２

「
学
問
と
し
て
の
Ｂ
ｕ
ｄ
ｏ
」

　

自
然
科
学
研
究
の
春
日
井
淳
夫
氏
（
明

治
大
学
教
授
）
と
、
人
文
科
学
研
究
の
ヴ

ォ
イ
チ
ェ
フ
・
Ｊ
・
シ
ナ
ル
ス
キ
ー
氏
（
ポ

ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ェ
チ
ェ
フ
大
学
教
授
）
が
、

報
告
を
行
っ
た
。

▽
報
告
①

　

春
日
井
淳
夫
氏
「『
現
場
を
科
学
し
、

実
践
に
活い

か
す
』
研
究
」

　

現
場
に
活
か
さ
れ
る
武
道
研
究
が
少
な

い
こ
と
の
指
摘
と
、
実
践
・
指
導
の
現
場

の
状
況
を
把
握
し
十
分
な
関
連
性
を
持
つ

た
め
に
何
が
必
要
か
に
つ
い
て
論
を
展
開

し
た
。
ま
た
、
講
道
館
柔
道
医
事
研
究
会

に
始
ま
る
自
然
科
学
研
究
組
織
の
歴
史
的

変
遷
な
ど
も
紹
介
し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
柔
道
自

然
科
学
研
究
に
つ
い
て
、「
柔
道
の
実
践
・

指
導
者
と
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

方
を
理
解
し
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
、
連
携
し
な
が
ら
研
究

を
進
め
る
」「
経
験
豊
富
な
指
導
者
の
持

つ
『
経
験
知
』
を
い
か
に
研
究
へ
取
り
入

阿部哲史氏ユルゲン・クリンガー氏春日井淳夫氏ヴォイチェフ Ｊ . シナルスキー氏
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が
表
彰
さ
れ
た
。

　

次
に
、
百
鬼
会
長
が
「
武
道
を
取
り
巻

く
社
会
的
環
境
や
国
際
事
情
を
考
え
、
ま

た
、
文
部
科
学
省
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

輩
出
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
第
１
回
の
国
際
会
議
開
催
に
至
り
ま

し
た
。
先
生
方
の
研
究
発
展
に
繋
が
る
こ

と
を
願
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
業
報
告
・
計
画
、
専
門
分

科
会
（
障
害
者
武
道
）
の
新
設
な
ど
、
８

つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
承
認
・
可
決
さ

れ
た
。
ま
た
、
次
回
の
大
会
は
平
成
26
年

９
月
10
日
〜
11
日
に
広
島
県
の
福
山
市
立

大
学
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

れ
る
か
を
検
討
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

く
」
こ
と
を
提
言
し
た
。

▽
報
告
②

　

ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
・
Ｊ
・
シ
ナ
ル
ス
キ
ー

氏
「
武
道
研
究
に
お
け
る
人
文
科
学
―
―

問
題
と
方
法
論
」

　

は
じ
め
に
、
人
文
科
学
の
研
究
方
法
に

つ
い
て
、
19
世
紀
は
還
元
主
義
や
、
専
門

主
義
、
部
分
分
析
が
先
行
さ
れ
て
お
り
、

20
世
紀
に
な
っ
て
、
全
体
的
に
系
統
だ
っ

た
分
析
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述

べ
た
。
そ
し
て
、
先
行
の
研
究
を
紹
介
し

つ
つ
、
知
識
を
統
合
し
て
意
見
を
調
査
定

義
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の
重
要
性
を
語

っ
た
。

　

ま
と
め
に
、
武
道
の
人
文
科
学
研
究
で

は
、
定
性
的
研
究
方
法
に
よ
り
明
ら
か
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
実
践
を
し
っ
か
り
と

考
慮
し
、
還
元
主
義
に
陥
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
各
武

道
に
共
通
す
る
科
学
的
論
理
の
創
造
に
繋

が
る
と
結
論
づ
け
た
。

◉
セ
ッ
シ
ョ
ン
３

　

始
め
に
聴
講
者
の
一
人
と
し
て
参
加
し

て
い
た
大
韓
武
道
学
会
の
フ
ォ
ン
・
テ
・

ド
ン
会
長
が
紹
介
さ
れ
、
韓
国
の
武
道
研

究
事
情
を
説
明
し
た
。

「
韓
国
で
も
指
導
者
と
研
究
者
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
今
は
指
導
者
研

修
会
を
開
く
な
ど
し
て
、
そ
の
成
果
を
現

場
に
反
映
し
協
力
体
制
を
つ
く
っ
て
い

る
。
ま
た
、
政
府
は
２
０
０
８
年
頃
に
武

道
振
興
法
案
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。

　

武
道
学
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
自
然

科
学
と
人
文
科
学
の
融
合
が
必
要
だ
と
思

う
。
大
韓
武
道
学
会
の
会
長
と
し
て
、
幅

広
い
問
題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
」

　

そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
の
報
告
内
容
を
踏

ま
え
て
、
聴
講
者
と
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る

討
論
の
時
間
が
設
け
ら
れ
た
。

Ｑ
「
柔
道
の
『
教
育
と
競
技
』
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
」

Ａ
「
よ
い
教
育
を
受
け
つ
つ
、
実
践
に
繋

げ
る
こ
と
が
必
要
」（
ク
リ
ン
ガ
ー
氏
）

Ｑ
「『
武
道
』
と
い
う
言
葉
の
概
念
を
ど

う
捉
え
る
の
か
」

Ａ
「
日
本
の
伝
統
を
汲
む
も
の
だ
け
な
の

か
、
教
育
的
な
要
素
が
あ
る
格
闘
技
全
て

を
武
道
と
す
る
の
か
は
、
難
し
い
問
題
」

（
シ
ナ
ル
ス
キ
ー
氏
）

Ｑ
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
新
興
武
道
は
、
教
育

と
ど
れ
だ
け
関
係
が
あ
る
の
か
」

Ａ「
教
育
へ
の
影
響
力
は
持
っ
て
い
な
い
。

そ
の
反
面
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
教
育
的
側

面
を
備
え
た
武
道
を
子
供
に
普
及
し
よ
う

と
す
る
人
々
が
い
る
」（
阿
部
氏
）

Ｑ
「
武
道
の
護
身
に
つ
い
て
、
生
涯
教
育

の
観
点
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
」

Ａ
「
格
闘
の
場
面
に
お
い
て
具
体
的
に
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
が
わ
か
れ
ば
安
心
す

る
と
思
う
」（
ク
リ
ン
ガ
ー
氏
）

Ａ
「
安
全
に
身
を
処
す
る
こ
と
は
重
要
。

柔
道
で
は
、
初
心
者
指
導
は
自
分
の
体
を

守
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
」（
春
日
井
氏
）

◇

　

全
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
、
百な
き
り鬼
史ふ
み

訓の
り

日
本
武
道
学
会
会
長
よ
り
、
各
パ
ネ
リ

ス
ト
及
び
フ
ォ
ン
氏
に
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
た
。
続
い
て
、
百
鬼
会
長
が
「
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
の
よ
う
な
大
き
な

課
題
に
つ
い
て
一
つ
の
方
向
性
を
示
し
、

社
会
に
発
信
す
る
必
要
性
が
あ
る
」
と
述

べ
、
４
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

最
終
日
に
平
成
25
年
度
日
本
武
道
学
会

総
会
が
行
わ
れ
た
。
開
会
に
先
立
ち
、
優

秀
論
文
賞
の
発
表
が
行
わ
れ
、
藤
田
英
二

氏
（
鹿
屋
体
育
大
）、
有
田
祐
二
氏
（
筑

波
大
）、
斎
藤
一
雄
氏
（
日
本
体
育
大
）

優
秀
論
文
賞
表
彰
＝

受
賞
し
た
筑
波
大
・
有
田
祐
二
氏
（
右
）
と

百
鬼
史
訓
武
道
学
会
会
長

　

武
道
学
会
総
会
（
最
終
日
）
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最
終
日
、
総
会
の
後
に
外
国
人
参
加
者

に
向
け
た
武
道
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
そ
の
後
、
各
専
門
分
科
会
が
開

か
れ
た
。

◉
柔
道
専
門
分
科
会

「
形
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
講
演
が

開
か
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
村
田
直
樹
氏
（
講
道
館
）

が
「
古
式
の
形
」
の
一
部
の
動
き
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
理
合
が
最
も
ふ
さ
わ
し

い
か
、自
身
の
見
解
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
形
に
は
狙
い
が
あ
り
、
理
合

を
極
め
て
、
乱
取
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
、
全
て
が
相あ
い

俟ま

っ
て
嘉
納
治
五
郎
師
範

が
考
え
た
講
道
館
柔
道
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
ま
と
め
た
。

　

次
に
、
カ
ド
ー
・
イ
ブ
氏
（
ト
ゥ
ー
ル

ー
ズ
・
ル
・
ミ
ラ
イ
ユ
大
）
が
フ
ラ
ン
ス

で
の
形
の
普
及
に
つ
い
て
講
演
し
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
五
の
形
と
精
力
善
用
国
民
体
育

が
実
践
さ
れ
ず
、
代
わ
り
に
「
後
の
先
の

形
」
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
理
由
を
探
る

た
め
、
そ
の
歴
史
を
辿た
ど

り
、
形
が
現
在
の

昇
段
試
験
に
必
要
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
結
論
を
述
べ
た
。

◉
剣
道
専
門
分
科
会

「
鹿
島
新
當
流
剣
術
の
わ
ざ
を
み
る
」
と

題
し
て
、
吉
川
常
隆
鹿
島
新
當
流
剣
術
第

六
十
五
代
宗
家
を
講
師
に
招
き
、
鹿
島
新

當
流
剣
術
の
演
武
、
講
義
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
っ
た
。

　

初
め
に
学
会
企
画
の
武
道
演
武
会
に
合

わ
せ
て
、
全
体
演
武
と
し
て
面
お
も
て

ノ
太
刀
十

二
箇
条
を
披
露
。
続
い
て
そ
の
歴
史
や
特

武
道
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

空手道（形・セイサン）

なぎなた（天道流薙刀術の形）

剣道（鹿島新當流剣術の形）

障害者武道（柔道の受け身）弓道（腰矢組弓）

柔道（投の形）

　

専
門
分
科
会
（
最
終
日
）
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徴
、
構
え
、
技
法
の
講
義
が
な
さ
れ
た
。

次
に
、
鹿
島
新
當
流
剣
術
の
中
極
意
で
あ

る
七し
ち

条じ
ょ
うノ

太
刀
と
霞
か
す
み

ノ
太
刀
、
間ま

ノ
太

刀
、
大
極
意
の
高こ
う

上じ
ょ

奥う
お

位く
い

十
箇
ノ
太
刀
、

外と

之の

物も
の

太た

刀ち

が
吉
川
宗
家
の
解
説
と
と
も

に
披
露
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
参
加

者
の
様
々
な
質
問
に
、
吉
川
宗
家
は
丁
寧

に
答
え
た
。

◉
弓
道
専
門
分
科
会

　

分
科
会
総
会
が
開
か
れ
、
事
業
報
告
、

決
算
、
事
業
計
画
、
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

◉
空
手
道
専
門
分
科
会

　

ま
ず
、「
世
界
の
空
手
道
事
情
」
を
テ

ー
マ
に
、
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
・
Ｊ
・
シ
ナ
ル

ス
キ
ー
氏
（
ジ
ェ
チ
ェ
フ
大
学
教
授
）
と

浜
崎
鈴
子
氏
（
米
国
オ
レ
ン
ジ
郡
空
手
道

場
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ

リ
カ
の
空
手
事
情
を
紹
介
し
た
。

　

シ
ナ
ル
ス
キ
ー
氏
は
、
長
期
的
な
調
査

か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
現
在
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
と
融
合
し
な
が
ら
新
た
な
武
道
が

出
来
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

浜
崎
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
持
つ
空
手
の

イ
メ
ー
ジ
や
普
及
形
態
を
説
明
し
、
国
際

化
に
お
い
て
は
、
空
手
道
が
生
涯
に
わ
た

り
技
と
人
間
性
を
磨
く
武
道
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
た
い
と
し
た
。

　

次
に
、
ア
ベ
ル
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
氏

（
ビ
ゼ
ウ
工
科
大
学
）
が
、「
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
か
ら
長
期
プ
ラ
ン
に
ま
で
わ
た
る
多
面

的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
応
用
と
要
因
」
と
し

て
、
体
力
の
向
上
ば
か
り
で
な
く
、
精
神

力
の
鍛
錬
や
、
戦
術
の
研
究
が
空
手
道
に

必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

◉
な
ぎ
な
た
専
門
分
科
会

「
競
技
化
し
た
『
な
ぎ
な
た
』
を
武
道
『
薙

刀
』
の
視
座
か
ら
問
う
」
と
し
て
、
福
田

啓
子
氏
（
皇
學
館
大
）
が
技
術
的
側
面
、

制
度
的
側
面
、
種
目
名
の
表
記
に
つ
い
て

的
を
絞
っ
て
、
講
演
を
行
っ
た
。

　

特
に
、
技
術
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
競

技
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、
国
体
が
勝
利

至
上
主
義
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。
ま
た
、種
目
名
の
表
記「
な
ぎ
な
た
」

は
昭
和
39
年
に
連
盟
の
理
事
会
で
決
ま
っ

た
も
の
で
、
戦
前
は
漢
字
の
「
薙
刀
」
だ

っ
た
。
戦
後
、
学
校
に
採
択
す
る
に
は
漢

字
で
は
戦
前
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
い
う

文
部
省
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
の
変
更

だ
っ
た
と
説
明
。
今
後
は
、
漢
字
を
使
う

こ
と
も
考
慮
し
て
い
き
た
い
と
し
た
。

　

最
後
に
、
歴
史
の
中
で
、
ル
ー
ル
等
を

見
直
し
つ
つ
、
本
来
の
よ
さ
を
正
し
く
発

展
さ
せ
て
い
く
の
が
我
々
の
課
題
で
あ
る

と
ま
と
め
た
。

◉
障
害
者
武
道
専
門
分
科
会

　

本
年
度
か
ら
既
存
の
専
門
分
科
会
に
加

え
て
、
新
た
に
障
害
者
武
道
専
門
分
科
会

が
発
足
し
た
。
発
起
人
は
中
島た

け
し氏

（
国

士
舘
大
）。
発
起
会
員
は
松
井
完
太
郎
事

務
局
長
（
国
際
武
道
大
）
を
は
じ
め
、
33

名
に
上
っ
た
。

　

初
め
て
行
わ
れ
た
専
門
分
科
会
で
は
、

社
会
福
祉
法
人
わ
ら
し
べ
会
在
籍
の
障
害

を
抱
え
た
会
員
と
筑
波
大
柔
道
部
の
学
生

が
柔
道
の
寝
技
の
乱
取
り
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
わ
ら
し
べ
会
の
丸
山
正
雄
氏
は

「
新
し
い
可
能
性
を
求
め
る
活
動
＝
〈
柔

道
の
実
践
〉
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
創

設
者
村
井
正
直
が
わ
ら
し
べ
会
を
開
設
し

た
経
緯
や
柔
道
療
育
（
療
養
＋
教
育
）
の

導
入
の
経
緯
、
障
害
者
に
対
す
る
柔
道
療

育
の
有
効
性
、
新
し
い
障
害
者
武
道
の
可

能
性
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

そ
の
後
、
総
会
が
行
わ
れ
、
専
門
分
科

会
の
活
動
方
針
や
会
則
に
つ
い
て
審
議

し
、
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
会
員
の
自
己

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
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自然科学系
演　題 発表者 所　属

女子柔道選手における合宿時のコンディション評価 鈴木なつ未 筑波大学

柔道選手が考える理想の減量と実際 桐生　　拓 横浜国立大学大学院

一流選手のコンデションの変化　─ 2011 年世界柔道選手権大会前後に着目して─ 平岡　拓晃 了徳寺学園

柔道の練習法に関する持久力トレーニングとしての効果
　─内股系統のスピード打ち込みについて─ 法兼　　真 綜合警備保障株式会社

剣道の攻撃場面における反応特性に関する研究 中村　春貴 筑波大学大学院
人間総合科学研究科

剣道の打突動作における体幹部の移動について 中野　雅貴 順天堂大学

カンガルージャンプトレーニングが打突動作速度と打突姿勢に及ぼす影響 椿　　　武 環太平洋大学短期大学部

大学女子剣道競技者の体力特性　─筋パワーを中心として─ 井上　哲朗 国際武道大学

柔道選手における競技力の主観的評価尺度の作成（その２）
　─競技成績と AHP からの検討─ 前川　直也 国際武道大学

荷重動揺軌跡測定による柔道選手の特性 片山　証子 筑波綜合研究所

柔道畳簡易設置ユニット「トメ太郎」の有効性 小澤　雄二 熊本大学

柔道選手における ACTN3 遺伝子多型についての研究
　─ T 大学柔道部を対象として─ 上水研一朗 東海大学

「物打ち」に関する一考察 草間益良夫 広島大学

剣道の正面打突に伴う圧力センサーを用いた手のうちの研究 鈴木　貴也 大阪体育大学大学院

剣道打突時の竹刀慣性モーメント 金子　敬二 明星大学

空手における打撃時の体捻転軸 安田　　翼 明星大学

剣道による踵骨骨量の左右差について 宮本　賢作 福山市立大学

剣道試合における審判員の注視点について 八木沢　誠 日本体育大学

無塗装の剣道場の床面に対する感覚的評価および物理的条件とスポーツ障害との
関連 池田　孝博 福岡県立大学

男子大学柔道選手における大外刈打ち込みの運動強度 小倉　大輝 筑波大学

足趾力がスポーツパフォーマンスの安定性に及ぼす影響に関する研究
　─柔道競技の場合─ 小嶋　新太 日本体育大学

大学柔道選手における股関節の柔軟性について 松﨑　守利 九州女子短期大学

握力発揮が柔道選手の全身反応時間に及ぼす影響 久保田浩史 岐阜大学

骨年齢からみた小学生柔道選手における除脂肪体重の性差 藤田　英二 鹿屋体育大学

高気圧エアチャンバーの使用が運動後の疲労回復に与える影響 酒井　孝允 横浜国立大学

情報エントロピーからみた受身最終動作姿勢の分析 河鰭　一彦 関西学院大学

柔道固有の動作における熟練者と初心者の頭部角加速度
　─頭部外傷予防について─ 石井　孝法 筑波大学大学院

柔道の投技における並進および回転頭部加速度の測定 村山　晴夫 獨協医科大学、
山梨大学大学院

柔道の組み方に関するバイオメカニクス的研究：
内股における相四つとケンカ四つの相違について 中野　勝司 筑波大学大学院

柔道女子軽量級選手における組み方の違いによる背負投動作の研究 福見　友子 了徳寺大学
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一般研究発表演題・発表者一覧①

人文・社会科学系
演　題 発表者 所　属

近世初期剣術における精神性に関する一考察 村上　雷多 筑波大学大学院
一刀流剣術における構えに関する一考察 三笘　　冴 筑波大学大学院
剣術および槍術における試合技術の発展過程についての考察
　─天保７年の『他流試合口並問對』の分析─ 森本　邦生 広島県立佐伯高等学校

技の源流を探る─神事の薙刀より─ 福田　啓子 皇學館大学
近江の奉納剣術額について 三苫　保久 滋賀県立瀬田高等学校
肥前に伝わった宝蔵院流渋江伝・姉河流の伝承と術技に関する研究
　─宝蔵院流に関する研究（その 9）─ 石川　哲也 尚稽館

山本勘助著「兵法秘伝書」を読む 内田　建也 山梨支部
手裏剣術考 早坂　義文 日本古武道振興会
柔道国際化の要因：他の武道との比較から 佐藤　勝哉 秋田大学

外国人の考える日本柔道の重要さ カドーイブ
トゥールーズ・ル・
ミライユ第２大学

（フランス）
柔道練習生の意識調査に関する研究（第１報）フランス、スイス、日本の国別比較 平野　嘉彦 京都外国語大学
柔道ルネッサンス活動に対する認識状況について
　─高校生及び大学生柔道部員を対象にして─ 光本　健次 東海大学

武術由来の身体技法にみる医療文化─柔術活法研究から─ 久保山和彦 IPU 環太平洋大学
「The Game of Ju-jitsu」に於ける技術論と明治期の講道館に於ける技術論の比較 内田　賢次 学校講道館
韓国剣道連盟（大韓剣道会）の動向について─ KENDO に対する認識─ 加藤　純一 文教大学教育学部
花郎道の意味創造と武道・スポーツ的融合 朴　　周鳳 国際武道大学
東北アジアにおける武文化の共有─日韓間の武道の伝播と受容と伝承を中心に─ 李　　燦雨 筑波大学
朝鮮文献にみられる「倭劒」に関する一考察 大石　純子 八洲学園大学

ポスター発表
演　題 発表者 所　属

The formation of the warrior's status through physical techniques in the early modern period- 
Based on a review of the kosyu-ryu heiho series Kentaro TAI Nagasaki International 

University
An electromyographic study of the lower limb muscles during fumikomi movement in kendo 
and karate athletes

Masaki 
FUMOTO

Tokyo International 
University

Expertise differences in maai maneuvers in kendo matches Motoki 
OKUMURA

Faculty of Education, 
Shizuoka University

Quantitative characterization of kendo men strike from electromyography and kinesiology Takayuki 
HIRATA

Department of Human 
and Artificial Intelligent 
Systems, University of 
Fukui

The characteristics of injuries among junior karate athletes Kaori 
INOSHITA

International Budo 
University

Improvement of flow state during practice of kyudo through autogenic training Tatsuo YAGI Seiwa University

The effects of exercise program applied with gojyu-ryu karatedo kata breathing method on 
physical and mental aspects in elderly women

Kanako 
EDAMOTO

Graduate School of 
Education, Tokyo Gakugei 
University

A functional MR imaging trial for kata motor imagery tasks of experts in karate and judo Yoshiharu 
FUJIEDA

Fukui College of Health 
Sciences

Physical safety and mental benefits of exercise prescription based on gojyu-ryu karatedo kata 
breathing method for Japanese elderly

Shota 
YASUKAWA

Graduate school of 
Education, Tokyo Gakugei 
University

Motion analysis of the stand technique for men in the All Japan Judo Championship Ryuji OKADA Kinki University

The pushing or pulling force exertion under unbalanced conditions Misaki ITEYA Tokyo Gakugei 
University

Risk assessment of Staphylococcus aureus in judo athletes Sayuri 
YAMAMOTO

Faculty of Health and 
Sports Sciences, University 
of Tsukuba

Investigation on actual situation of youth judo teaching in France Morio 
SUGANAMI Juntendo University

Investigation into instruction actual situation in the boy judo of Japan Ryosuke 
OZAKI Juntendo University
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国際セッション
演　題 発表者 所　属

Lost in translation? : The challenges of rendering Miyamoto Musashi into English David 
Kimball GROFF Meiji University

Philosophy and pragmatism of budo as unique area of application the empirical theory of 
combat sports

Kalina 
Roman MACIEJ

Faculty of Physiotherapy, 
Academy of Physical 
Education, Katowice 
(Poland), Archives of Budo

Introduction to combat logic – A general theory Dominique 
BRIZIN

University of 
Cologne (Germany)

An investigation of the intended learning outcomes of Japanese high school physical 
education teachers: A comparison of kendo instructors and rugby instructors

Blake 
BENNETT University of Canterbury

The current situation of judo in Germany-An analysis of the teaching and training program of 
the German Judo Federation

Maja 
Sori DOVAL Meiji University

Effects of the International Judo Federation referee rules on competition contents in the All-
Japan Judo Championships : A 2008-2013 comparison

Keisuke 
MIYAKE Chukyo University

The consciousness analysis of teachers teaching required ‘‘martial arts’’ in physical education 
in Japan : male and female physical education teachers teaching ‘‘judo’’ at the junior high 
school level

Masatoshi 
SAITO

Kobe Shinwa 
Women's University

Factor analytic study on the psychology of judo -In the case of judo kata athletes- Takayuki 
YOKOYAMA Setsunan University

A pattern of disseminating ju-jutsu and judo overseas before World War II Susumu NAGAO Meiji University

Information dynamics in judo Hiroyuki IIDA Japan Advanced Institute of 
Science and Technology

A study of the typical mistakes in koshiki no kata and their correction Tatsuya 
MATSUMOTO Tokyo Judo Federation

Leg extension power in heavyweight elite judo athletes Takeru SATO Kogakkan University
Motion analysis of the stand technique for women's judo Yoko TANABE Nihon University

Pedagogical intention of martial arts and combat sports in physical education classes Abel 
FIGUEIREDO

Polytechnique 
Institute of Viseu

Developing the skills of muscle relaxation and muscle choice in karate Tatehiro 
TOYOSHIMA Reitaku University

The reception of G. Funakoshi's philosophy in traditional karate (ITKF) circle in Lublin 
region

Michal 
PEDRACKI

Polish Academy of 
Sciences

A study of the founding of dojos by female karate instructors and their teaching activities Hiromi HISHIKI
School of Graduate Studies, 
the Open University of 
Japan

Kinesiological analysis of karate front kicks on Portuguese elite competitors in comparison 
with black belt non competitors practitioners

António 
VencesBRITO Rio Maior Sport School

Mechanics of an arrow Takeo 
NAKAGAWA

Japan Advanced Institute of 
Science and Technology

Budō education at universities overseas : The opportunities and challenges Stephen Robert 
NAGY

Chinese University 
of Hong Kong

The ‘Recivilising’ process of kendō in the Immediate post-war period: An analysis of the 
significance of shinai-kyōgi

Alexander 
BENNETT Kansai University

Research on the worth of kendo associated with its internationalization
- Comparison of Korean kumdo and Japanese kendo - Yoshiko ODA Tokai Gakuen University

Wartime naginata education : a survey of the Monbushō Seitei Kata Baptiste 
TAVERNIER

International Budo 
University - graduate 
school

Japanese postures toward international development of naginata. A study from the 60's to 
present day. Chloe BELLEC

Paris Diderot University, 
UFR of Languages and 
Cultures in East Asia 
studies

Budo practice as a means for post-stroke rehabilitation : case studies Kantaro 
MATSUI

International Budo 
University

Ulysses S. Grant and the display of martial arts in Meiji era : From ‘‘Jutsu (Technique)’’ to 
‘‘Culture’’

Tetsuya 
NAKAJIMA Kagoshima University

The differences between jūjutsu and judō : modifications to jūjutsu made by KANŌ Jigoro in 
creating judō Naoki MURATA Kodokan Judo Institute

Some thoughts on the transmission and development of jujutsu and aikido in Hungary Balázs SZABÓ Eotvos Lorand University, 
Hungary

Genesis, the creation and development of International Martial Arts and Combat Sports 
Scientific Society (IMACSSS), as a community of scientists and practitioners of martial arts 
and combat sports

Krzysztof 
L.KUBALA

University of Rzeszów, 
Poland
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武道指導法系
演　題 発表者 所　属

宮城県中学校における武道授業の実態　─柔道の指導内容を中心に─ 箱島　道泰 仙台大学大学院

初転君を用いた指導が柔道未熟練者の前回り受身に及ぼす即時的効果 濱田　初幸 鹿屋体育大学

発見学習型新受身プログラムの有効性の検証 籔根　敏和 京都教育大学

空手道の指導ことばについての研究 石井　祥子 大阪体育大学大学院

剣道の本質を踏まえた指導の考察 大保木輝雄 埼玉大学教育学部

国際化による変化の帰着点に関する一考察 横地　浩紀 無所属

日本剣道形への取り組みに関する一考察
　─剣道専門課程で学ぶ大学生の意識を中心に─ 佐藤　皓也 埼玉大学大学院

教育学研究科体育学専攻

踏み込み面に関する類似の運動の加速度解析 上田　純也 茨城大学大学院
教育学研究科

剣道試合における有効打突時の「掛け声（発声）」の分析 大塚真由美 東海大学

剣道の正面打突動作に関する研究 今福　一寿 明星大学

初心者指導に使用する竹刀の検討　─打撃力測定を中心に─ 横山　健太 鳴門教育大学大学院

柔道学習指導のための映像教材の開発 高橋隆太郎 秋田大学

男女併習による必修化武道の授業効果 １） 松本純一郎 夙川学院高等学校

男女併修による必修化武道の授業効果 ２）～柔道に関する意識実態の把握について 内村　直也 大阪産業大学

柔道の審判員の投技評価における位置について⑵ 林　　弘典 明治国際医療大学

国際柔道連盟試合審判規定新ルールの試験的導入に関する一考察
　─川村禎三杯を対象として─ 田中　康介 筑波大学

IJF2013 ルール改正に伴う戦術行動にみる投技効力の変化について 伊藤　　潔 順天堂大学大学院

国際柔道連盟試合審判規定改正が、選手のディフェンス行動に与える影響について 鈴木　桂治 国士舘大学

中学校剣道授業による生徒の意識変化に関する研究 山口　幸一 大阪体育大学

剣道が中学生の学習規律と学校適応感の形成に及ぼす影響に関する
学校心理学的研究 井上　　聡 兵庫教育大学大学院

武道必修化に伴う剣道初心者の指導法に関する研究
　─基本動作における指導手順の検討─ 竹中健太郎 鹿屋体育大学

全国の特別支援学校における武道必修化に伴う授業展開の現状と課題
　─聴覚障がい者に対する教授法に着目して─ 柳田　昌彦 同志社大学

スポーツ健康科学部

武道必修化に期待する教育効果　─体育科専攻学生に着目して─ 佐藤　光介 横浜国立大学大学院

剣道指導法に関する研究　─初心者における打撃動作と痛みの関係について─ 天野　　聡 東海大学

剣道学習における類似の運動としての「ボール打ち」の妥当性について 柴田　一浩 流通経済大学

剣道試合における新しい判定制の検討　─剣道のよさを生かす試みとして─ 木原　資裕 鳴門教育大学

剣道における“一拍子の打ち”の考察 大矢　　稔 国際武道大学

剣道の試合における防御姿勢の実態に関する調査研究 笹木　春光 東海大学

大学体育授業における合気道のラーニングアウトカムとは？ 園部　　豊 日本体育大学

一般研究発表演題・発表者一覧②
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220 頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）
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滝
上
三
郎
と

藤
野
小
百
合
に

日
本
一
の
栄
冠

優勝＝滝上三郎教士七段（埼玉）
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天
皇
盃
第
64
回
全
日
本
男
子
弓
道
選
手

権
大
会
・
皇
后
盃
第
46
回
全
日
本
女
子
弓

道
選
手
権
大
会
が
、９
月
20
日
か
ら
24
日
、

遷
宮
で
盛
り
上
が
る
三
重
県
伊
勢
市
に
あ

る
神
宮
弓
道
場
で
開
催
さ
れ
た
。
さ
わ
や

か
な
秋
晴
れ
の
空
の
も
と
、
全
国
各
都
道

府
県
の
代
表
で
あ
る
男
子
109
名
・
女
子
105

名
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
、
日
本
一
の
座
を

か
け
て
争
っ
た
。

　

男
子
は
初
出
場
の
滝
上
三
郎
教
士
七
段

（
埼
玉
）
が
優
勝
し
て
天
皇
盃
を
手
に
し

た
。
最
高
得
点
賞
は
土
佐
正
明
教
士
八
段

（
千
葉
）
が
受
賞
し
た
。
女
子
は
藤
野
小

百
合
教
士
七
段
（
福
岡
）
が
初
優
勝
に
輝

き
、
最
高
得
点
賞
は
齋
藤
往
子
教
士
七
段

（
東
京
）
に
与
え
ら
れ
た
。

天皇盃第 64回全日本男子弓道選手権大会
皇后盃第 46回全日本女子弓道選手権大会

優勝＝藤野小百合教士七段（福岡）
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22
日
に
開
会
式
と
矢
渡
が
行
わ
れ
、
23

日
に
109
名
が
出
場
し
て
予
選
が
行
わ
れ

た
。

　

予
選
は
男
女
と
も
一
手
（
２
射
）
２
回

を
行
い
、
２
中
以
上
で
、
採
点
制
に
よ
る

得
点
上
位
20
名
が
翌
日
の
決
勝
戦
に
進

む
。
過
去
２
回
最
高
得
点
賞
を
取
っ
て
い

る
土
佐
正
明
（
千
葉
）
は
２
回
の
結
果
４

中
、
得
点
１
５
５
０
点
を
記
録
し
、
３
回

目
と
な
る
最
高
得
点
で
通
過
し
た
。

　

24
日
の
決
勝
に
は
、
ほ
か
に
も
川
名
修

德
（
宮
崎
）、
増
渕
敦
人
（
栃
木
）、
細
川

孝
夫
（
福
井
）、
才
川
義
昭
（
大
分
）、
安

倍
智
（
大
分
）
と
い
っ
た
過
去
の
選
手
権

者
や
、
入
賞
者
も
多
く
名
を
連
ね
た
。

　

決
勝
は
男
女
と
も
、
一
手
５
回
の
的
中

制
で
争
わ
れ
る
。
序
盤
か
ら
外
す
選
手
が

多
く
、
２
回
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
皆
中

の
可
能
性
を
残
す
の
は
早
く
も
吉
田
佳
史

（
徳
島
）、
滝
上
三
郎
（
埼
玉
）、
細
川
の

わ
ず
か
３
名
の
み
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
３
名
も
続
く
３
回
目
で
外
す
。

　

皆
中
者
ゼ
ロ
と
な
り
、
誰
が
勝
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
混
戦
状
態
で
試
合
は
進

む
。
５
回
を
終
え
た
結
果
、
川
名
、
滝
上
、

坂
本
達
雄
（
青
森
）、佐
々
木
光
彦
（
秋
田
）

の
４
名
が
８
中
で
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。

　

次
い
で
７
中
は
、
吉
田
、
増
渕
、
細
川
、

佐
藤
史
成
（
青
森
）、多
湖
賢
治
（
三
重
）、

堀
本
秋
弘
（
三
重
）、土
佐
、角
坂
憲
次
（
東

京
）、
小
林
憲
二
（
新
潟
）、
才
川
、
安
倍
、

岩
尾
俊
高
（
大
分
）
の
、
計
12
名
に
の
ぼ

っ
た
。

　

ま
ず
、
５
位
を
決
め
る
遠
近
競
射
が
こ

の
12
名
で
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
小
林
の

５
位
入
賞
が
決
ま
っ
た
。

　

続
い
て
、
８
中
の
４
名
に
よ
る
優
勝
決

定
射
詰
競
射
に
移
っ
た
。
１
本
目
で
坂
本

が
外
す
。
２
本
目
、
３
本
目
と
進
み
、
４

本
目
で
佐
々
木
が
脱
落
。

　

残
る
は
２
回
の
優
勝
経
験
を
持
つ
川
名

と
、
初
出
場
で
こ
こ
ま
で
き
た
滝
上
。
緊

張
感
が
漂
う
中
、
５
本
目
は
両
者
と
も
に

的
中
。
６
本
目
、
先
に
引
い
た
川
名
が
外

す
。

　

弓
道
場
は
静
ま
り
返
り
、
蝉
の
声
の
み

が
響
き
渡
る
。
滝
上
は
淡
々
と
落
ち
着
い

た
様
子
で
弓
を
引
く
。
会
場
に
い
る
全
員

が
見
守
る
中
、
滝
上
の
放
っ
た
矢
は
見
事

的
中
。
滝
上
に
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

　

滝
上
は
、
67
歳
で
の
初
出
場
初
優
勝
と

な
っ
た
。

立
順 氏名 所属

予選 決勝

的
中

得
点

順
位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 的

中
射
詰

遠
近
競
射

順
位

1 吉田　佳史 徳島 3 1503 17 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ 7

2 川名　修德 宮崎 4 1537 3 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8 ○ ○ ○ ○ ○ × 2

3 増渕　敦人 栃木 3 1512 10 × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 7

4 滝上　三郎 埼玉 3 1500 19 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1

5 坂本　達雄 青森 3 1538 2 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 8 × 4

6 細川　孝夫 福井 3 1519 7 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × 7

7 佐々木光彦 秋田 4 1503 16 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 8 ○ ○ ○ × 3

8 荒川　博行 北海道 3 1525 4 × × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 6

9 佐藤　史成 青森 2 1511 11 ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 7

10 多湖　賢治 三重 2 1506 15 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × 7

11 堀本　秋弘 三重 4 1509 12 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 7

12 佐藤　昌仙 岩手 3 1508 14 × ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × 6

13 土佐　正明 千葉 4 1550 1 × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 7

14 角坂　憲次 東京 4 1514 8 ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ 7

15 小林　憲二 新潟 3 1520 6 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × 7 1 5

16 永沼　祥二 福島 3 1498 20 × ○ × ○ ○ × × × ○ ○ 5

17 才川　義昭 大分 4 1523 5 × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 7

18 森本　浩之 愛媛 3 1502 18 × × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 6

19 安倍　　智 大分 3 1514 9 ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ 7

20 岩尾　俊高 大分 4 1508 13 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × 7

　
男 
子　
　
　

  

９
月
22
日
〜
24
日
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第５位＝小林憲二教士七段（新潟） 第４位＝坂本達雄教士六段（青森） 第３位＝佐々木光彦錬士五段（秋田）

第２位＝川名修德教士八段（宮崎） 最高得点賞＝土佐正明教士八段（千葉）

優勝決定射詰６本目での滝上（右）と川名
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20
日
に
伊
勢
神
宮
へ
の
参
拝
、開
会
式
、

矢
渡
が
行
わ
れ
た
。

　

21
日
に
行
わ
れ
た
予
選
に
は
、
105
名
が

出
場
。
前
回
・
前
々
回
と
最
高
得
点
だ
っ

た
藤
野
小
百
合
（
福
岡
）
は
２
中
で
得
点

も
１
４
９
０
点
と
伸
び
ず
、
11
位
で
の
通

過
と
な
る
。
ま
た
、
最
高
得
点
賞
５
回
受

賞
の
飯
島
千
代
子
（
埼
玉
）
は
、
１
５
１

４
点
で
２
年
ぶ
り
に
予
選
を
通
過
す
る

も
、
順
位
は
２
位
。

　

こ
れ
ま
で
の
最
高
得
点
受
賞
者
た
ち
を

抜
い
て
最
高
得
点
を
取
っ
た
の
は
、
４
中

で
１
５
３
４
点
の
齋
藤
往
子
（
東
京
）
だ

っ
た
。
齋
藤
は
４
回
の
優
勝
経
験
を
持
つ

が
、
最
高
得
点
賞
を
受
賞
す
る
の
は
今
回

が
初
め
て
の
こ
と
。

　

22
日
の
決
勝
、
３
回
目
が
終
わ
っ
て
、

藤
野
と
飯
島
の
２
人
が
皆
中
。
５
中
で
齋

藤
と
大
西
由
起
子
（
岡
山
）
が
追
い
か
け

る
展
開
と
な
っ
た
。
４
回
目
、
齋
藤
は
７

本
目
を
外
し
て
優
勝
戦
線
か
ら
脱
落
。
藤

野
は
皆
中
し
、飯
島
は
７
本
目
を
外
し
た
。

大
西
は
皆
中
し
て
、
最
終
回
に
望
み
を
つ

な
い
だ
。

　

最
終
回
、藤
野
は
９
本
目
を
的
中
し
て
、

10
射
皆
中
で
の
優
勝
な
る
か
の
一
点
に
会

場
の
注
目
が
集
ま
る
。
し
か
し
、
10
本
目

は
惜
し
く
も
外
れ
、
勝
負
の
行
方
は
大
西

と
飯
島
の
結
果
に
持
ち
越
さ
れ
た
。
奇
し

く
も
同
じ
立
の
両
者
、
大
前
の
大
西
が
９

本
目
を
外
す
と
、
中
の
飯
島
も
失
中
。
あ

っ
さ
り
と
藤
野
の
優
勝
が
決
ま
り
、
出
場

４
回
目
で
初
の
皇
后
盃
を
手
に
し
た
。

　

す
べ
て
の
立
が
終
わ
り
、
８
中
が
三
澤

京
子
（
神
奈
川
）、大
西
由
紀
子
（
岡
山
）、

飯
島
、
久
保
田
智
恵
（
長
野
）
の
４
名
と

な
っ
た
た
め
、
２
位
か
ら
５
位
を
決
め
る

遠
近
競
射
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
２

位
は
久
保
田
、
３
位
は
大
西
、
４
位
は
三

澤
、
５
位
は
飯
島
に
決
定
し
た
。

　
女 
子　
　
　

  

９
月
20
日
〜
22
日

立
順 氏名 所属

予選 決勝

的
中

得
点

順
位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 的

中

遠
近
競
射

順
位

1 齋藤　往子 東京 4 1534 1 ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 7

2 星野　信子 愛知 4 1503 4 × ○ × ○ ○ ○ × × ○ × 5

3 纐纈かつ江 岐阜 3 1489 12 × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 7

4 伊藤紀美子 三重 4 1513 3 × × × × ○ ○ × × × ○ 3

5 有澤　千秋 鳥取 3 1490 10 × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × 6

6 藤野小百合 福岡 2 1490 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 9 1

7 佐野　弥生 山梨 2 1486 15 ○ × ○ × × × × × × × 2

8 竹下　知朋 佐賀 3 1487 13 ○ × ○ × ○ × ○ ○ × ○ 6

9 小松　正美 大阪 4 1483 19 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × 6

10 田中　邦子 長崎 2 1485 17 ○ ○ × ○ × × ○ ○ × × 5

11 坂本　祐子 石川 4 1500 5 × × ○ ○ × ○ ○ × × ○ 5

12 中崎千恵子 広島 3 1485 16 × ○ × × ○ × ○ × ○ × 4

13 大橋　邦子 北海道 2 1484 18 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 7

14 立野　知己 山口 3 1499 6 ○ × × ○ ○ ○ × × × ○ 5

15 三澤　京子 神奈川 3 1495 7 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 8 3 4

16 大西由紀子 岡山 3 1482 20 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 8 2 3

17 佐竹　明美 北海道 3 1495 8 ○ × ○ × ○ × × × × ○ 4

18 飯島千代子 埼玉 3 1514 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 8 4 5

19 西脇　早苗 岐阜 3 1491 9 × ○ × × × × × × × × 1

20 久保田智恵 長野 4 1486 14 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 8 1 2
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第５位＝飯島千代子教士八段（埼玉） 第３位＝大西由紀子教士六段（岡山）第４位＝三澤京子教士六段（神奈川）

第２位＝久保田智恵教士六段（長野） 最高得点賞＝齋藤往子教士七段（東京）

優勝した藤野に石川武夫全日本弓道連盟
会長から皇后盃が手渡される
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◎
優
勝
＝
滝
上
三
郎
教
士
七
段
（
埼
玉
）

「
夢
の
よ
う
で
す
。
範
士
の
先
生
方
に

指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
徐
々
に
自
分

の
も
の
に
な
っ
て
き
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
大
先
輩
が
た
く
さ
ん
い
る
中
で
し
た

が
、
教
わ
っ
た
こ
と
だ
け
に
専
念
し
て
、

気
張
る
こ
と
な
く
引
け
ま
し
た
。
射
詰
で

は
体
が
勝
手
に
動
く
よ
う
な
感
覚
で
、
最

後
２
人
に
な
っ
た
と
き
も
、
楽
し
み
な
気

持
ち
だ
っ
た
く
ら
い
で
す
。

　

弓
道
は
高
校
の
時
に
始
め
ま
し
た
。
秩

父
農
工
と
い
う
、
弓
道
の
強
い
学
校
で
し

た
。
卒
業
し
、
就
職
し
て
か
ら
は
、
10
年

く
ら
い
弓
を
引
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
再
開
し
た
の
は
独
立
し
て
自
営
業

に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
安
土
だ
け

貸
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
近
所

の
人
た
ち
と
始
め
た
ん
で
す
。
経
験
者
は

２
人
く
ら
い
で
、
道
楽
み
た
い
な
も
の
で

し
た
け
ど
ね
。

　

そ
し
て
25
年
く
ら
い
前
に
、
地
元
に
あ

る
武
輝
神
社
の
宮
司
・
鈴
木
守
さ
ん
を
館

長
に
、
数
名
の
仲
間
と
道
場
『
一
心
館
』

を
自
費
で
作
っ
た
ん
で
す
。
最
初
は
小
さ

な
道
場
で
し
た
が
、
今
で
は
会
員
も
約
50

人
に
な
り
ま
し
た
。
宮
司
さ
ん
に
は
本
当

に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
２
年
程

前
に
亡
く
な
り
、
そ
れ
か
ら
は
私
が
館
長

を
務
め
て
い
ま
す
。
道
場
の
み
ん
な
に

は
、
こ
の
大
会
に
向
け
て
自
分
自
身
の
稽

古
の
時
間
を
く
れ
と
頼
ん
で
、
こ
こ
20
日

間
く
ら
い
好
き
に
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
本
当
に
周
り
の
人
た
ち
や
環
境
に

恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
一
歩
で
も
い
い
か
ら
自

分
の
弓
が
前
に
進
め
る
よ
う
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
２
位
＝
川
名
修
德
教
士
八
段
（
宮
崎
）

「
淡
々
と
、
自
分
の
弓
を
引
け
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
だ
け
に
注
意
し
て
い
ま
し

た
。
今
日
の
よ
う
に
長
く
な
る
と
、
体
力

的
に
だ
め
な
の
で
、
そ
れ
を
精
神
力
で
補

え
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
心
身
と
も
に
鍛
え
直
す
良
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
年
を

と
っ
て
も
、
精
神
力
で
体
力
面
を
補
っ
て

続
け
ら
れ
る
の
が
、
弓
道
の
良
い
と
こ
ろ

で
す
ね
」

◎
３
位
＝
佐
々
木
光
彦
錬
士
五
段（
山
形
）

「
実
感
が
ま
っ
た
く
湧
き
ま
せ
ん
。
選

手
権
は
２
回
目
で
す
が
、
去
年
は
予
選
落

ち
し
て
し
ま
っ
て
。
あ
の
場
に
立
て
た
だ

け
で
も
有
り
難
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
日
は
運
が
良
か
っ
た
ん
だ
と
思
い

男
子
入
賞
者
＝
（
左
か
ら
）

小
林
、
佐
々
木
、
滝
上
、

川
名
、
坂
本
、
土
佐

女
子
入
賞
者
＝
（
左
か
ら
）

飯
島
、
大
西
、
藤
野
、
久

保
田
、
三
澤
、
齋
藤

　
入
賞
者
た
ち
に
よ
る
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
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◎
２
位
＝
久
保
田
智
恵
教
士
六
段（
長
野
）

「
決
勝
は
初
め
て
で
し
た
。
今
ま
で
は
応

援
に
ま
わ
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
に
い
る

の
が
自
分
じ
ゃ
な
い
よ
う
な
、
遠
く
で
見

て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。控
え
で
は
、

同
じ
立
の
先
生
方
が
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
一
緒
に
引
か
せ
て
い
た
だ
け
て
光
栄

で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
課
題
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
う
こ
と
が
、
は
っ
き
り
分
か
っ
た

の
で
、
理
想
の
射
に
近
づ
け
る
よ
う
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
３
位
＝
大
西
由
紀
子
教
士
六
段（
岡
山
）

「
と
に
か
く
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
も
初
め

て
な
の
で
、ま
だ
夢
の
な
か
の
よ
う
で
す
。

予
選
20
位
で
底
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

の
で
、
ど
こ
ま
で
い
け
る
か
な
く
ら
い
の

気
持
ち
で
し
た
。
大
会
直
前
ま
で
本
当
に

調
子
が
悪
か
っ
た
の
で
、
今
ま
で
指
導
さ

れ
た
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
思
い
出
し
な
が

ら
、
落
ち
着
く
よ
う
自
分
に
言
い
聞
か
せ

な
が
ら
引
き
ま
し
た
」

◎
４
位
＝
三
澤
京
子
教
士
六
段（
神
奈
川
）

「
と
て
も
嬉
し
い
の
一
言
で
す
。
選
手
権

は
初
め
て
の
出
場
で
す
。
初
め
て
だ
か
ら

こ
そ
の
怖
い
も
の
知
ら
ず
み
た
い
な
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

そ
う
そ
う
た
る
方
々
と
一
緒
に
立
て
る
と

い
う
こ
と
で
、
緊
張
は
と
て
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
こ
こ
に
出
ら
れ
る
よ
う
、
自
分

を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
」

◎
５
位
＝
飯
島
千
代
子
教
士
八
段（
埼
玉
）

「
入
賞
で
き
て
有
り
難
い
で
す
。
去
年
、

一
昨
年
と
予
選
落
ち
し
て
か
ら
は
、
予
選

落
ち
の
ま
ま
で
は
終
わ
れ
な
い
と
い
う
強

い
気
持
ち
で
稽
古
し
て
い
た
た
め
、
強
い

射
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
に
、
そ
ん
な
に
力
を
入
れ

な
く
て
い
い
ん
だ
よ
と
ご
指
導
い
た
だ
い

て
、
こ
れ
が
本
当
の
弓
道
な
ん
だ
な
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。
本
当
に
み
な
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
」

◎
最
高
得
点
賞
＝
齋
藤
往
子
教
士
七
段

（
東
京
）

「
ま
だ
ま
だ
で
き
な
い
こ
と
、
足
り
な
い

と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
私
に
は
か
な
り
重

い
賞
だ
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
優
勝
は

明
る
い
気
持
ち
で
し
た
が
、
最
高
得
点
賞

は
ま
た
違
い
ま
す
ね
。
技
術
も
、
気
の
持

ち
よ
う
も
、
そ
の
他
に
も
立
ち
居
振
る
舞

い
な
ど
、
勉
強
す
る
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ

る
の
で
、
来
年
に
向
け
て
稽
古
に
励
ん
で

い
き
た
い
で
す
」

ま
す
。
最
後
は
体
力
的
に
き
つ
く
な
っ
て

き
て
、
そ
こ
で
踏
ん
張
れ
ず
に
一
本
は
ず

れ
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
」

◎
４
位
＝
坂
本
達
雄
教
士
六
段
（
青
森
）

「
入
賞
で
き
て
嬉
し
い
半
分
、
優
勝
を
逃

し
て
悔
し
い
気
持
ち
が
半
分
あ
り
ま
す
。

ま
た
明
日
か
ら
、
来
年
に
向
け
て
、
天
皇

賜
盃
を
目
指
し
て
精
進
し
て
い
き
ま
す
」

◎
５
位
＝
小
林
憲
二
教
士
七
段
（
新
潟
）

「
嬉
し
い
反
面
、
外
れ
た
３
本
は
全
部
同

じ
と
こ
ろ
で
失
敗
し
て
い
る
の
で
、
一
本

目
で
気
づ
け
れ
ば
と
い
う
悔
し
い
思
い
が

あ
り
ま
す
。
予
選
で
は
自
分
で
も
納
得
の

射
が
で
き
た
の
で
、
そ
れ
を
確
実
に
で
き

る
よ
う
稽
古
に
励
ん
で
い
き
ま
す
」

◎
最
高
得
点
賞
＝
土
佐
正
明
教
士
八
段

（
千
葉
）

「
７
月
に
八
段
に
な
り
、
師
匠
の
柴
田
猛

先
生
か
ら
『
八
段
な
ん
だ
か
ら
最
高
得
点

を
取
っ
て
こ
い
、
そ
れ
で
有
終
の
美
に
し

ろ
』
と
言
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
実
現
で

き
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
予
選
の
と

き
は
指
導
さ
れ
た
と
お
り
で
き
た
の
で
す

が
、
決
勝
は
優
勝
を
少
し
意
識
し
て
力
ん

だ
た
め
に
失
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本

当
は
こ
れ
で
最
後
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
最
高
得
点
賞
を
取
っ
て
来

年
も
出
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
嬉

し
い
誤
算
で
す
ね
」

◇　
　
　
　
　
　
　

◇

◎
優
勝
＝
藤
野
小
百
合
教
士
七
段（
宮
崎
）

「
最
高
得
点
以
外
の
入
賞
は
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
ま
だ
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
今
日
は
淡
々
と
引
く
よ
う
に
心
が
け

ま
し
た
。
た
だ
、
決
勝
で
引
い
て
い
る
と

き
の
こ
と
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

最
後
の
10
本
目
を
外
し
た
の
も
自
分
ら
し

い
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
集
中
を
切
ら
さ

な
い
の
が
難
し
い
で
す
ね
。

　

弓
道
は
大
学
生
の
と
き
に
始
め
、
そ
の

後
は
、
仕
事
や
子
育
て
の
た
め
休
ん
で
い

ま
し
た
。
主
人
の
転
勤
で
福
岡
に
引
っ
越

し
て
知
り
合
い
も
な
く
、
道
場
に
行
っ
て

み
よ
う
か
と
思
っ
た
の
が
再
開
の
き
っ
か

け
で
す
。
再
開
し
て
か
ら
は
、
学
生
の
頃

と
違
っ
て
、
弓
道
の
難
し
さ
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
仕
事
前
の
朝
の

時
間
を
使
っ
て
週
に
４
、
５
日
稽
古
を
し

て
い
ま
す
。
仕
事
も
し
て
い
ま
す
。

　

弓
道
は
先
の
遠
い
、
難
し
い
世
界
。
優

勝
し
た
と
は
い
え
、
勉
強
す
る
こ
と
が
ま

だ
ま
だ
あ
る
の
で
、
今
後
も
一
つ
ひ
と
つ

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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第
68
回
国
民
体
育
大
会
弓
道
競
技
会

（
主
催
＝
日
本
体
育
協
会
、
文
部
科
学
省
、

東
京
都
、
全
日
本
弓
道
連
盟
、
小
金
井
市
）

は
、
９
月
29
日
～
10
月
２
日
の
４
日
間
、

小
金
井
市
の
東
京
都
立
小
金
井
公
園
弓
道

場
で
開
か
れ
た
。種
目
は
、性
別
、年
齢
別
、

遠
的
、
近
的
で
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
、
全
国

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
、
計

62
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
３
人
）
が
参
加
し

て
争
わ
れ
た
。

　

結
果
は
、成
年
近
的
で
男
子
が
大
分
県
、

女
子
は
鹿
児
島
県
、
成
年
遠
的
で
は
男
子

が
岡
山
県
、女
子
は
高
知
県
が
優
勝
し
た
。

少
年
近
的
で
は
男
子
が
鳥
取
県
、
女
子
は

高
知
県
、
少
年
遠
的
は
男
子
が
高
知
県
、

女
子
は
栃
木
県
が
制
し
た
。
男
女
総
合
１

位
は
高
知
県
と
な
っ
た
。

　

初
日
に
は
常
陸
宮
同
妃
両
殿
下
が
お
成

り
に
な
り
、
少
年
女
子
近
的
予
選
を
ご
覧

に
な
ら
れ
た
。

男女総合１位は高知県

満員となった近的会場の観客席

成年男子近的、
大分県が 45 年ぶり３回目の優勝

第 68回国民体育大会弓道競技会

成年男子近的優勝＝大分県
大前・佐藤陽一、中・首藤浩太朗、落・石川嵩
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□
大
会
ル
ー
ル

　

全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
通
過
チ
ー
ム

が
、
近
的
・
遠
的
の
両
方
に
出
場
。
参
加

チ
ー
ム
数
は
、
成
年
男
子
が
30
、
成
年
女

子
が
24
、
少
年
は
男
女
と
も
19
。

　

競
技
は
各
種
目
３
人
制
の
団
体
戦
で
行

わ
れ
、
近
的
は
的
中
制
、
遠
的
は
得
点
制

で
争
わ
れ
た
。
近
的
・
遠
的
共
に
、
予
選

で
１
チ
ー
ム
24
射
（
各
自
４
射
２
回
）
を

行
い
、成
績
上
位
８
チ
ー
ム
が
決
勝
進
出
。

決
勝
は
１
チ
ー
ム
12
射
で
（
各
自
４
射
１

回
）ト
ー
ナ
メ
ン
ト
法
に
よ
り
競
わ
れ
た
。

□
成
年
近
的

　

成
年
男
子
近
的
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
初
戦
で
兵
庫
が
長
野
を
、
青
森
が
栃
木

を
、
高
知
が
鹿
児
島
を
、
大
分
が
北
海
道

を
降
し
た
。
２
回
戦
（
準
決
勝
）
は
、
10

中
の
青
森
が
７
中
の
兵
庫
に
勝
利
。
一
方

で
は
、
大
分
が
11
―
10
の
僅
差
で
高
知
を

退
け
た
。

　

決
勝
は
、
大
分
と
青
森
が
対
戦
し
た
。

大
分
は
、
中
が
留
矢
を
抜
く
の
み
で
、
11

中
と
高
的
中
で
ま
と
め
、
９
中
の
青
森
に

勝
利
。
45
年
ぶ
り
３
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。

　

成
年
女
子
近
的
は
、
鹿
児
島
と
広
島
が

決
勝
で
対
戦
。
鹿
児
島
の
大
前
が
皆
中
の

活
躍
を
み
せ
、
９
対
７
で
鹿
児
島
が
広
島

を
降
し
て
優
勝
し
た
。

◎
成
年
男
子
優
勝
＝
落
・
石
川
嵩
監
督（
大
分
）

「
去
年
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
敗
退
し
ま
し

た
。
悔
し
さ
を
晴
ら
す
に
は
勝
つ
こ
と
し

か
な
い
と
思
い
、
こ
こ
ま
で
来
ま
し
た
。

自
信
が
持
て
る
だ
け
の
練
習
を
し
っ
か
り

し
て
き
た
の
で
、
始
め
か
ら
優
勝
を
目
指

し
て
い
ま
し
た
」

□
成
年
遠
的

　

成
年
男
子
遠
的
は
、
岡
山
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
初
戦
で
98
点
、
準
決
勝
で
70
点

を
出
し
、
兵
庫
（
65
点
）、
大
分
（
55
点
）

を
順
に
降
し
た
。
岡
山
は
決
勝
で
も
96
点

と
高
得
点
を
出
し
、
52
点
に
止
ま
っ
た
鹿

児
島
を
退
け
て
頂
点
に
立
っ
た
。

　

成
年
女
子
遠
的
は
、
前
回
優
勝
の
愛
知

が
準
決
勝
で
広
島
に
敗
退
。
そ
の
広
島
は

決
勝
で
高
知
と
対
戦
。
結
果
は
、
高
知
の

中
と
落
が
そ
れ
ぞ
れ
30
点
を
出
し
て
、
合

計
79
点
と
し
、63
点
の
広
島
に
勝
利
し
た
。

成年女子近的優勝＝鹿児島県
大前・窪田理沙、中・植村遼香、落・橋口聡子
◇落・橋口監督「初戦から全て一本差での勝利でした。一本の大
切さを実感しました。勝ちにこだわらず、無欲で引きました」

成年男子遠的優勝＝岡山県
大前・吉田章朗、中・古谷勉、落・西村英信
◇落・西村監督「昨年は、優勝した山口県に準決勝で一本差で負
けました。悔しさをバネに同じメンバーで優勝を狙いました」

成年女子遠的優勝＝高知県
大前・西森空、中・奥村果穂、落・山下恵
◇落・山下監督「東京に着いてから練習する時間を作り、調整し
てきました。前の 2人の調子も上がり、安心して引けました」
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□
少
年
近
的

　

少
年
男
子
近
的
は
、
前
回
優
勝
の
熊
本

が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
初
戦
で
高
知
と
対

戦
。高
知
が
10
―
９
で
熊
本
に
勝
利
し
た
。

鳥
取
対
新
潟
は
、
鳥
取
が
11
―
10
と
僅
差

を
も
の
に
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
福
岡
が
愛

知
を
、
宮
城
が
島
根
を
降
し
た
。

　

準
決
勝
は
高
知
が
11
中
で
、
９
中
の
福

岡
に
勝
利
し
た
。
鳥
取
対
宮
城
は
、
鳥
取

の
中
と
落
が
皆
中
し
、
10
―
９
で
宮
城
を

退
け
た
。

　

決
勝
は
鳥
取
と
高
知
が
共
に
10
中
で
同

中
一
本
競
射
と
な
り
、
両
チ
ー
ム
と
も
２

回
目
ま
で
皆
中
。
３
回
目
は
高
知
の
大
前

が
外
す
一
方
、鳥
取
が
皆
中
で
勝
利
し
た
。

　

少
年
女
子
近
的
は
、
前
回
優
勝
の
高
知

が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
初
戦
で
鳥
取
に
７

―
６
で
勝
利
す
る
と
、
準
決
勝
は
中
と
落

少年女子近的優勝＝高知県　大前・川村綾佳、中・北岡史帆、落・片岡愛
◇石本仙人監督「今回の選手たちは、昨年優勝したメンバーの矢取りをしていた子たちです。
成長ぶりに驚いています。これからも結果をしっかりと残して、高知の弓道を盛んにして
いきたいです」
◇川村選手「やるしかないと思って頑張りました。関係者の方々が声をからせて応援してく
れたのが嬉しかったです」
◇北岡選手「この国体を通じて人間的に成長できたと感じています」
◇片岡選手「中てなければいけないという意識が強すぎて、最後は抜いてしまいました。こ
れまで支えてくれた人たちに感謝したいです」

少年男子近的優勝＝鳥取県　大前・藤井貴宏、中・今井徹、落・加藤陸
◇福光善太監督「今年のインターハイ優勝メンバーで臨みました。経験は豊富なので、自信
を持ったまま萎縮しないで臨めるかどうかが課題でした。予選から徐々に自分のペースを
摑んできた様子でした。最後はいい結果に繋げられてよかったです」
◇藤井選手「集中力が足りずに抜いてしまう場面があったのが反省点です。ひとまず弓を置
いて受験勉強に専念します」
◇今井選手「高校最後の試合で結果が出て嬉しいです。ただ中てることだけ考えました」
◇加藤選手「欲を出さずになるべく無心で引きました。できれば大学でも弓を続けたいです」

が
皆
中
の
活
躍
で
計
10
中
。
８
中
の
長
野

を
降
し
た
。

　

決
勝
は
高
知
と
宮
崎
が
対
戦
。
高
知
は

落
が
惜
し
く
も
４
本
目
を
抜
い
て
11
中
。

一
方
の
宮
崎
は
９
中
で
終
え
た
。
結
果
、

高
知
が
２
連
覇
を
遂
げ
た
。
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少年男子遠的優勝＝高知県
大前・小笠原兆志、中・石元佑弥、落・山本享
◇松㟢大征監督「トーナメントで 10点が出ず、本人たちは
若干不満だったようですが、いい結果が出てよかったです」

少年女子遠的優勝＝栃木県
大前・小太刀向日葵、中・大出友里恵、落・高橋瑠奈
◇増渕敦人監督「近的で予選落ちしたことで、火がついたよ
うです。遠的で勝てるとは思いませんでした。感無量です」

【
大
会
結
果
】

▽
成
年
男
子
近
的
＝
①
大
分
県
②
青
森
県

③
兵
庫
県
④
高
知
県
⑤
長
野
県
⑥
北
海

道
⑦
鹿
児
島
県
⑧
栃
木
県

▽
成
年
女
子
近
的
＝
①
鹿
児
島
県
②
広
島

県
③
宮
崎
県
④
高
知
県
⑤
大
阪
府
⑥
大

分
県
⑦
岩
手
県
⑧
秋
田
県

▽
成
年
男
子
遠
的
＝
①
岡
山
県
②
鹿
児
島

県
③
大
分
県
④
奈
良
県
⑤
広
島
県
⑥
神

奈
川
県
⑦
兵
庫
県
⑧
東
京
都

▽
成
年
女
子
遠
的
＝
①
高
知
県
②
広
島
県

③
愛
知
県
④
宮
城
県
⑤
新
潟
県
⑥
山
口

県
⑦
徳
島
県
⑧
栃
木
県

▽
少
年
男
子
近
的
＝
①
鳥
取
県
②
高
知
県

③
宮
城
県
④
福
岡
県
⑤
熊
本
県
⑥
新
潟

県
⑦
島
根
県
⑧
愛
知
県

▽
少
年
女
子
近
的
＝
①
高
知
県
②
宮
崎
県

③
長
野
県
④
石
川
県
⑤
愛
知
県
⑥
山
梨

県
⑦
鹿
児
島
県
⑧
鳥
取
県

▽
少
年
男
子
遠
的
＝
①
高
知
県
②
群
馬
県

③
鹿
児
島
県
④
新
潟
県
⑤
岐
阜
県
⑥
千

葉
県
⑦
鳥
取
県
⑧
熊
本
県

▽
少
年
女
子
遠
的
＝
①
栃
木
県
②
愛
媛
県

③
山
梨
県
④
兵
庫
県
⑤
岐
阜
県
⑥
東
京

都
⑦
宮
崎
県
⑧
鹿
児
島
県

▽
男
女
総
合
＝
①
高
知
県
②
鹿
児
島
県
③

広
島
県
④
大
分
県
⑤
宮
崎
県
⑥
兵
庫
県

⑥
新
潟
県
⑧
宮
城
県
⑧
愛
知
県
⑧
鳥
取

県

□
少
年
遠
的

　

少
年
男
子
遠
的
は
、
高
知
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
初
戦
で
82
点
、
準
決
勝
で
は
大

前
が
計
34
点
を
出
す
活
躍
で
、
チ
ー
ム
合

計
90
点
を
マ
ー
ク
し
、
鳥
取
（
66
点
）、

鹿
児
島
（
70
点
）
を
順
に
降
し
た
。
高
知

は
決
勝
で
70
点
と
、
こ
れ
ま
で
の
勢
い
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
対
す
る
群
馬
が
56
点

と
振
る
わ
ず
勝
利
。２
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

少
年
女
子
遠
的
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
初
戦
で
栃
木
の
落
が
一
本
目
か
ら
３
連

続
９
点
、
４
本
目
で
10
点
を
記
録
す
る
好

成
績
。
71
―
36
で
栃
木
が
鹿
児
島
を
退
け

た
。
勢
い
づ
い
た
栃
木
は
準
決
勝
で
山
梨

を
72
―
58
で
破
り
、
決
勝
で
は
愛
媛
と
対

戦
。
３
本
目
で
９
、
７
、
10
点
を
記
録
す

　

大
会
期
間
中
、
会
場
周
辺
は
国
体
開
催
の
旗
に
囲
ま
れ
、

記
念
グ
ッ
ズ
販
売
店
、
土
産
物
店
な
ど
が
並
ん
だ
。
そ
の

中
で
、
ひ
と
き
わ
注
目
を
集
め
た
の
が
「
弓
道
体
験
コ
ー

ナ
ー
」。
初
日
に
は
500
人
も
の
希
望
者
が
集
ま
り
、
列
を
な

し
た
。「
娘
の
好
き
な
ア
ニ
メ
の
登
場
人
物
が
弓
道
を
し
て

い
る
の
で
、
本
物
を
見
せ
よ
う
と
、
一
緒
に
来
ま
し
た
」

と
い
う
国
分
寺
市
の
荒
木
正
憲
さ
ん
（
34
歳
）
は
、「
初
め

て
引
き
ま
し
た
。
け
っ
こ
う
力
が
要い

る
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
」
と
、
汗
を
滲に
じ

ま
せ
な
が
ら
、
感
想
を
語
っ
た
。

◉
弓
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
大
盛
況

る
な
ど
、
安
定
し
た
行
射
で
計
78
点
。
62

点
の
愛
媛
を
降
し
、
優
勝
し
た
。

初めて弓を引く荒木さん（左）

弓道体験コーナーに集まる人々

遠的会場
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〈広告〉

国
際
武
道
大
学
教
授

　松
尾
牧
則
（
ま
つ
お

　ま
き
の
り
）
著

第
一
章

　
弓
矢
の
発
生
と
世
界
の
弓
術

弓
矢
の
発
生
と
性
能
向
上
の
工
夫
／
世
界
の
弓
矢
と
射
法
／
Ｗ
Ｔ
Ａ
Ｆ

に
み
る
世
界
の
弓
術

第
二
章

　
日
本
の
弓
矢
と
弓
術

日
本
の
弓
矢
の
特
性―

―

初
期
の
弓
矢
／
日
本
弓
の
変
遷
と
特
徴
あ
る

形
状
／
日
本
の
矢
と
弓
矢
関
連
具
／
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
儀
式
と
し

て
の
弓
術
／
歩
射
と
騎
射
／
弓
矢
の
誉

第
三
章

　
弓
術
流
派
と
目
的
に
応
じ
た
射
術

武
術
の
分
化
と
伝
達
様
式
の
整
備
／
日
置
弾
正
と
勧
進
的
の
流
行
／
日

置
弾
正
正
次
の
肖
像
と
技
法
／
弓
術
諸
流
派
の
技
法
と
伝
承
／
大
和
流

弓
術
と
そ
の
伝
達
様
式
／
三
十
三
間
堂
通
し
矢
の
誉―

―

堂
射
の
隆
盛

と
弓
具
・
技
法
の
工
夫
／
「
五
射
六
科
」
五
射
の
実
践
／
「
五
射
六
科
」

六
科
の
教
養
／
弓
術
稽
古
の
意
義
と
心
得

第
四
章

　
弓
術
か
ら
弓
道
へ

弓
術
の
衰
退
と
命
脈―

―

明
治
時
代
の
弓
術
／
「
弓
術
」
か
ら
「
弓
道
」

へ―
―

大
正
〜
昭
和
初
期
の
弓
術
／
昭
和
初
期
〜
戦
中
の
弓
道
／
戦
後

の
弓
道
復
活
と
連
盟
組
織

第
五
章

　
現
代
の
弓
道
と
将
来
展
望

現
在
の
弓
道
連
盟
と
競
技
・
審
査
／
新
素
材
の
弓
具
／
弓
具
・
服
装
・

施
設
／
学
校
教
育
に
お
け
る
弓
道
／
現
代
弓
道
の
体
系
化
さ
れ
た
技
法

①
／
現
代
弓
道
の
体
系
化
さ
れ
た
技
法
②

　射
法
八
節
の
要
点
／
弓
道

―
―

そ
の
将
来
展
望
と
課
題

参
考
文
献
・
索
引

　弓
矢
の
発
生
か
ら
日
本
に
お
け
る
弓
術
の
発
達
、
技
法

の
発
展
の
歴
史
を
追
い
な
が
ら
概
観
し
、
ま
た
、
世
界
の

弓
術
の
数
々
も
紹
介
。
現
代
の
弓
道
の
課
題
や
射
法
に
つ

い
て
も
踏
み
込
ん
だ
、
弓
道
研
究
の
第
一
線
に
立
つ
著
者

渾
身
の
一
書
。
巻
末
に
は
、
五
百
冊
以
上
に
及
ぶ
参
考
文

献
や
、
人
名
索
引
・
事
項
索
引
を
掲
載
。
弓
道
の
み
な
ら
ず
、

武
道
研
究
者
必
携
の
書
。

好評発売中

四六判・上製・484頁

弓
道 

　その
歴
史
と
技
法

目

　次
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

日本武道館 編

日本の武道

（B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

日本の元徳

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・334 頁 ）

霊箭
阿波研造物語

馬見塚昭久 著
小学校教諭

（ 四六判・上製・320 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道の全容をこの一冊に集大成！ 『日本の武道』の英文版（DVD付）

武道における礼法を小笠原流宗家が直々に指南

希代の弓人阿波研造の人物伝 日本人が拠り所としてきた価値観を詳説

弓道 その魅力

岡村豊太郎 著
山口大学名誉教授

（ 四六判・上製・272 頁 ）

『五輪書』などの代表的な武道伝書を詳解 著者の半生をたどり、弓道の魅力に迫る

武道をわかり易く描いた教養マンガ

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）

武道伝書を読む

湯浅　晃 著
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

子どもを育む武道の教育力を詳説 武道の文化的・伝統的な事柄を解明

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
中村 民雄 著

福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー
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ニュース

　

第
68
回
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
会

（
主
催
＝
日
本
体
育
協
会
、文
部
科
学
省
、

東
京
都
、
全
日
本
柔
道
連
盟
、
足
立
区
）

は
10
月
５
日
〜
７
日
の
３
日
間
、
東
京
・

綾
瀬
の
東
京
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。

　

大
会
は
成
年
男
女
お
よ
び
少
年
男
女
の

４
種
目
が
行
わ
れ
た
。

　

成
年
男
子
決
勝
は
昨
年
と
同
じ
顔
合
わ

せ
と
な
り
、
千
葉
県
が
宮
崎
県
を
破
っ
て

雪
辱
し
、
２
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
果

た
し
た
。
成
年
女
子
は
千
葉
県
が
３
年
ぶ

り
２
度
目
の
優
勝
を
、
少
年
男
子
は
神
奈

川
県
が
２
年
ぶ
り
９
度
目
の
優
勝
を
、
少

年
女
子
は
東
京
都
が
７
年
ぶ
り
３
度
目
の

優
勝
を
そ
れ
ぞ
れ
果
た
し
た
。
ま
た
、
順

位
に
応
じ
た
得
点
で
争
わ
れ
た
総
合
成
績

は
東
京
都
が
１
位
と
な
っ
た
。

　

試
合
は
成
年
、
少
年
と
も
に
男
子
は
５

人
制
で
、
女
子
は
３
人
制
の
団
体
戦
で
争

わ
れ
、
勝
者
数
で
勝
敗
を
決
し
た
。
同
点

の
場
合
は
内
容
に
よ
っ
て
勝
敗
を
つ
け
、

そ
れ
で
も
決
ま
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
引

分
の
試
合
の
中
か
ら
抽
選
で
１
試
合
を
選

ん
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
方
式
の
３
分
間

の
代
表
戦
が
行
わ
れ
た
。
試
合
時
間
は
４

分
。
時
間
以
内
に
有
効
も
し
く
は
指
導
２

以
上
の
差
が
つ
か
な
か
っ
た
場
合
は
引
分

と
し
た
。

千
葉
が
成
年
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

少
年
男
子
は
神
奈
川
が
、
少
年
女
子
は
東
京
が
優
勝

第
68
回
国
民
体
育
大
会
柔
道
競
技
会

成年男子決勝副将戦＝千葉・穴井（右）が内股
で一本勝し、２年ぶり３度目の優勝を決めた
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■
成
年
男
子

　

ベ
ス
ト
４
に
は
宮
崎
、神
奈
川
、千
葉
、

東
京
が
勝
ち
進
ん
だ
。

　

準
決
勝
第
１
試
合
は
宮
崎
対
神
奈
川
。

先
鋒
戦
は
宮
崎
・
宮
田
に
指
導
３
が
つ
く

と
、
そ
の
後
神
奈
川
・
松
㟢
が
上
四
方
固

を
決
め
て
総
合
勝
。
神
奈
川
が
先
制
し
た

が
、
そ
の
後
は
宮
崎
の
ペ
ー
ス
と
な
っ

た
。
次
鋒
の
齋
藤
は
神
奈
川
・
吉
田
に
内

股
で
一
本
勝
。
中
堅
の
西
田
は
掬
投
で
有

効
を
奪
っ
て
優
勢
勝
。
副
将
の
垣
田
は
神

奈
川
・
王
子
谷
か
ら
小
外
掛
で
有
効
を
奪

い
、
試
合
を
決
め
た
。

　

第
２
試
合
は
千
葉
対
東
京
。
先
鋒
の
石

川
が
腕
拉
十
字
固
で
一
本
勝
す
る
と
、
次

鋒
の
西
岡
も
優
勢
勝
。
中
堅
戦
を
引
き
分

け
て
、
副
将
戦
は
東
京
・
高
橋
が
指
導
２

で
な
ん
と
か
望
み
を
大
将
戦
に
つ
な
い

だ
。
代
表
戦
に
持
ち
込
む
た
め
に
は
一
本

勝
が
必
要
な
百
瀬
だ
っ
た
が
、
千
葉
・
岩

尾
も
百
瀬
の
攻
撃
を
捌
い
て
引
き
分
け
、

千
葉
が
２
―
１
で
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

▼
決
勝

　
　

千
葉　
　

３
―
１　
　

宮
崎

石
川
裕
紀　

○
内　

股　
　

宮
田
雄
基

西
岡
和
志　
　

引　

分　
　

齋
藤　

涼

下
和
田
翔
平

優
勢
勝　
　

西
田
泰
悟

穴
井
亮
平　

○
内　

股　
　

垣
田
恭
平

岩
尾
敬
太　
　

大
外
返
○　

西
潟
健
太

　

決
勝
は
、
宮
崎
が
勝
っ
た
昨
年
と
同
じ

顔
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
先
鋒
戦
、
千
葉
・

石
川
は
開
始
21
秒
、
内
股
で
一
本
を
奪
っ

て
千
葉
が
先
制
。
次
鋒
戦
は
激
し
い
技
の

応
酬
と
な
っ
た
が
決
め
手
に
欠
い
て
引
き

分
け
た
。

　

中
堅
戦
は
宮
崎
・
西
田
が
谷
落
気
味
に

下
和
田
を
引
き
ず
り
倒
し
て
有
効
を
奪
う

が
、
そ
の
後
、
技
が
出
な
く
な
り
指
導
が

３
つ
重
な
り
、
下
和
田
の
勝
利
。

　

逆
転
に
一い
ち

縷る

の
望
み
を
か
け
て
宮
崎
・

垣
田
が
副
将
戦
に
臨
ん
だ
が
、
終
了
間

際
、
千
葉
・
穴
井
が
低
い
姿
勢
か
ら
内
股

を
か
け
る
と
、
垣
田
の
体
が
一
回
転
し
、

一
本
。
大
将
戦
は
宮
崎
・
西
潟
が
大
外
返

で
一
本
勝
し
て
一い
っ

矢し

報
い
た
が
、
千
葉
が

３
―
１
で
２
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
も

の
に
し
た
。

◉
優
勝
＝
山
田
利
彦
監
督
（
千
葉
）

「
石
川
と
西
岡
が
い
い
流
れ
を
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
ね
。
普
段
は
京
葉
ガ
ス
と
了
徳

寺
学
園
の
選
手
な
の
で
ラ
イ
バ
ル
関
係
で

す
が
、
互
い
に
刺
激
し
あ
っ
て
ま
し
た
。

女
子
が
先
に
優
勝
し
て
い
た
の
で
男
子
も

優
勝
し
た
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も

団
体
の
優
勝
は
み
ん
な
で
喜
べ
る
の
で
い

い
で
す
ね
」

◉
優
勝
＝
石
川
裕
紀
選
手
（
千
葉
）

「
今
日
の
チ
ー
ム
は
後
ろ
が
本
当
に
強
か

っ
た
の
で
、
安
心
し
て
自
分
の
柔
道
に
集

中
で
き
ま
し
た
。
膝
を
怪
我
し
て
し
ま
っ

た
の
で
得
意
の
背
負
で
は
な
く
、
大
内
、

大
外
、
内
股
で
勝
負
し
ま
し
た
。
ア
ベ
ッ

ク
優
勝
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」

◉
優
勝
＝
穴
井
亮
平
選
手
（
千
葉
）

「
チ
ー
ム
の
中
で
最
年
長
な
の
で
み
ん
な

を
引
っ
張
っ
て
い
く
気
持
ち
で
や
り
ま
し

た
。
今
日
は
そ
れ
な
り
に
仕
事
が
で
き
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
前
が
頑
張
っ
て
く

れ
て
、
い
い
流
れ
で
回
っ
て
き
た
お
か
げ

で
す
ね
。
最
近
は
個
人
戦
で
い
い
成
績
を

残
せ
て
い
な
い
の
で
、
次
の
講
道
館
杯
で

優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

■
成
年
女
子

　

先
鋒
は
52
㎏
以
下
、
中
堅
は
70
㎏
以

下
、
大
将
は
体
重
無
差
別
で
配
さ
れ
た
。

　

準
決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
の
は
東
京
、
千

葉
、
山
梨
、
静
岡
。
第
１
試
合
の
東
京
対

千
葉
の
試
合
は
先
鋒
戦
を
引
き
分
け
た

後
、
中
堅
戦
で
千
葉
・
今
井
が
一
本
勝
。

大
将
戦
は
東
京
・
白
石
が
優
勢
勝
し
た

が
、内
容
差
で
千
葉
が
決
勝
へ
進
出
し
た
。

　

山
梨
対
静
岡
の
試
合
は
先
鋒
戦
を
山
梨

が
奪
っ
た
が
、
中
堅
戦
で
静
岡
が
取
り
返

成年男子決勝先鋒戦＝石川（手前）対宮田

成年男子優勝＝千葉県
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す
と
、
大
将
戦
で
は
静
岡
・
土
屋
が
払
巻

込
で
一
本
勝
し
て
、
２
―
１
で
静
岡
が
決

勝
に
進
ん
だ
。

▼
決
勝

　
　

千
葉　
　

３
―
０　
　

静
岡

⻆
田
夏
実　

○
腕
拉
十
字
固　

金
田
結
花

今
井
優
子　

○
腰　

車　
　

村
山
の
ど
か

渡
邉
美
奈　

優
勢
勝　
　

土
屋
文
香

　

先
鋒
戦
、
千
葉
・
⻆
田
は
大
内
刈
で
有

効
を
奪
っ
て
、
そ
の
ま
ま
寝
技
の
攻
防
に

移
る
と
一
瞬
の
隙
を
突
い
て
腕
拉
十
字
固

に
入
り
、
相
手
は
た
ま
ら
ず
参
っ
た
。
中

堅
戦
は
千
葉
・
今
井
が
腰
車
で
一
本
勝
し

て
試
合
を
決
め
た
。
大
将
戦
は
千
葉
・
渡

邉
が
優
勢
勝
し
て
３
―
０
で
優
勝
に
華
を

添
え
た
。

◉
優
勝
＝
金
丸
雄
介
監
督
（
千
葉
）

「
中
堅
の
今
井
が
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
私
が
監
督
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
彼
女
は
国
体
で
負
け
て
な
い
で
す
か

ら
ね
。
国
体
の
女
神
と
い
え
ま
す
」

◉
優
勝
＝
今
井
優
子
選
手
（
千
葉
）

「
今
回
は
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い
て
、
優

勝
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
自
分
は
団
体
戦
が
好
き
な
の
で
自
分

の
力
以
上
の
も
の
が
出
ま
し
た
。
先
鋒
の

角
田
は
学
生
で
、
人
見
知
り
な
性
格
だ
っ

た
の
で
、
恋
バ
ナ
と
か
し
て
仲
良
く
な
る

こ
と
か
ら
始
め
て
、
と
て
も
い
い
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
大
会
に
臨
め
ま
し
た
」

■
少
年
男
子

　

５
人
制
で
行
わ
れ
、
先
鋒
は
60
㎏
以

下
、
次
鋒
は
73
㎏
以
下
、
中
堅
は
90
㎏
以

下
、
副
将
は
100
㎏
以
下
、
大
将
は
体
重
無

差
別
で
配
さ
れ
た
。

　

準
決
勝
に
は
神
奈
川
、
千
葉
、
東
京
、

京
都
の
４
チ
ー
ム
が
勝
ち
上
が
っ
た
。
第

１
試
合
は
千
葉
対
東
京
。
千
葉
が
次
鋒
戦

で
、
東
京
が
副
将
戦
で
そ
れ
ぞ
れ
有
効
ポ

イ
ン
ト
で
優
勢
勝
し
、
１
―
１
で
大
将
戦

を
迎
え
る
。
千
葉
は
ウ
ル
フ
・
ア
ロ
ン
、

東
京
は
小
川
直
也
の
息
子
・
小
川
雄
勢
。

試
合
は
ウ
ル
フ
が
浮
落
で
一
本
勝
し
て
、

千
葉
が
決
勝
に
進
ん
だ
。

　

第
２
試
合
は
神
奈
川
対
京
都
。
神
奈
川

は
先
鋒
戦
こ
そ
引
き
分
け
た
も
の
の
、
後

は
京
都
を
寄
せ
付
け
ず
、
４
―
０
の
圧
勝

で
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

▼
決
勝

　

神
奈
川　
　

２
―
０　
　

千
葉

関
野
晴
矢　
　

引　

分　
　

手
島　

蓮

込
山
龍
哉　

優
勢
勝　
　

片
桐
章
男

尾
方
寿
應　

○
大
外
刈　
　

前
田
宗
哉

春
日
良
太　
　

引　

分　
　

村
田
大
祐

根
津
信
太　
　

引　

分　
　
ウ
ル
フ
・
ア
ロ
ン

　

先
鋒
戦
を
引
き
分
け
て
次
鋒
戦
、
神
奈

川
・
込
山
は
開
始
１
分
、
袖
釣
込
腰
で
有

効
を
奪
う
と
、
そ
の
リ
ー
ド
を
守
り
切
っ

成年女子決勝中堅戦＝今井（下）対村山

少年男子決勝中堅戦＝尾方（右）対前田
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【
大
会
結
果
】

▼
成
年
男
子
＝
①
千
葉
県
②
宮
崎
県
③
東

京
都
④
神
奈
川
県
⑤
三
重
県
、
新
潟

県
、
愛
知
県
、
兵
庫
県

▼
成
年
女
子
＝
①
千
葉
県
②
静
岡
県
③
東

京
都
④
山
梨
県
⑤
愛
媛
県
、
栃
木
県
、

兵
庫
県
、
宮
城
県

▼
少
年
男
子
＝
①
神
奈
川
県
②
千
葉
県
③

東
京
都
④
京
都
府
⑤
長
崎
県
、
愛
媛

県
、
大
分
県
、
鹿
児
島
県

▼
少
年
女
子
＝
①
東
京
都
②
埼
玉
県
③
長

野
県
④
茨
城
県
⑤
栃
木
県
、
福
岡
県
、

大
阪
府
、
熊
本
県

▼
総
合
成
績
＝
①
東
京
都
②
千
葉
県
③
神

奈
川
県
④
宮
崎
県
⑤
京
都
府
⑥
埼
玉

県
、
静
岡
県
⑧
兵
庫
県
、
愛
媛
県

て
優
勢
勝
。
中
堅
戦
は
開
始
29
秒
、
場
外

際
で
神
奈
川
・
尾
方
が
大
外
刈
を
豪
快
に

決
め
て
神
奈
川
が
リ
ー
ド
を
広
げ
る
。

　

後
が
な
い
千
葉
は
副
将
・
村
田
が
必
死

に
攻
め
る
が
、
神
奈
川
・
春
日
も
こ
れ
を

よ
く
凌し
の

い
で
試
合
は
引
分
。
神
奈
川
が
優

勝
を
決
め
た
。
大
将
戦
も
引
き
分
け
て
２

―
０
で
神
奈
川
が
２
年
ぶ
り
９
度
目
の
優

勝
を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
高
橋
洋
樹
監
督
（
神
奈
川
）

「
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
初
戦
の
広
島
戦
が

一
つ
の
山
場
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
勝
っ

て
く
れ
ま
し
た
ね
。
今
回
の
優
勝
は
チ
ー

ム
の
総
合
力
の
勝
利
だ
と
思
い
ま
す
。
前

の
二
人
は
２
年
生
な
の
で
来
年
も
優
勝
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

■
少
年
女
子

　

成
年
女
子
と
同
様
の
形
式
で
行
わ
れ

た
。
準
決
勝
進
出
は
東
京
、茨
城
、埼
玉
、

長
野
の
４
チ
ー
ム
。

　

第
１
試
合
は
東
京
対
茨
城
。
先
鋒
戦
を

引
き
分
け
る
と
、
中
堅
戦
は
東
京
・
森
田

に
指
導
が
３
つ
つ
い
て
、
茨
城
の
勝
ち
。

東
京
の
大
将
は
シ
ニ
ア
で
活
躍
す
る
朝
比

奈
。
朝
比
奈
は
開
始
早
々
、
払
腰
で
一
本

を
奪
い
、
逆
転
で
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

第
２
試
合
は
埼
玉
対
長
野
。
埼
玉
は
先

鋒
の
川
辺
が
横
四
方
固
に
抑
え
込
ま
れ
て

一
本
負
し
た
が
、
中
堅
の
安
が
長
野
・
津

金
か
ら
技
有
を
奪
っ
て
優
勢
勝
。
大
将
の

冨
田
は
長
野
・
出
口
を
相
手
に
大
内
返
で

一
本
を
奪
っ
て
、
決
勝
へ
駒
を
進
め
た
。

▼
決
勝

　
　

東
京　
　

２
―
０　
　

埼
玉

中
村
く
る
み

優
勢
勝　
　

川
辺
彩
香

西
尾
直
子　
　

引　

分　
　

安　

沙
好

朝
比
奈
沙
羅
○
合　

技　
　

冨
田
若
春

　

先
鋒
戦
、
東
京
・
中
村
は
場
外
際
で
埼

玉
・
川
辺
の
内
股
を
組
み
止
め
る
と
そ
の

ま
ま
押
し
倒
し
て
有
効
を
奪
う
。
中
村
は

そ
の
リ
ー
ド
を
守
っ
て
優
勢
勝
。
中
堅
戦

は
互
い
に
積
極
的
に
技
を
出
し
合
う
が
ポ

イ
ン
ト
に
は
い
た
ら
ず
に
引
分
。
大
将
戦

は
東
京
・
朝
比
奈
が
猛
攻
を
仕
掛
け
る
が

埼
玉
・
冨
田
も
よ
く
凌
ぐ
。
残
り
30
秒
と

な
っ
て
、
朝
比
奈
が
膝
車
（
技
有
）
か
ら

横
四
方
固
に
抑
え
込
む
と
、
冨
田
の
抵
抗

む
な
し
く
合
技
一
本
と
し
、
東
京
が
優
勝

を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
酒
井
健
弥
監
督
（
東
京
）

「
朝
比
奈
は
高
校
生
の
レ
ベ
ル
を
は
る
か

に
越
え
て
ま
す
ね
。
し
か
し
前
二
人
も
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

よ
く
全
員
が
実
力
以
上
の
力
を
出
せ
た
と

思
い
ま
す
」

◉
優
勝
＝
朝
比
奈
沙
羅
選
手
（
東
京
）

「
怪
我
を
し
て
い
て
、
こ
の
大
会
が
復
帰

戦
で
し
た
が
、
み
ん
な
の
お
か
げ
で
優
勝

で
き
て
嬉
し
い
で
す
。他
の
二
人
に
は『
自

分
が
取
り
返
せ
る
範
囲
だ
っ
た
ら
必
ず
取

り
返
す
』
と
言
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
そ

れ
以
上
に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
日

は
自
然
に
技
が
出
て
、い
い
感
じ
で
し
た
」

少年女子決勝大将戦＝朝比奈（奥）対冨田

少年女子優勝＝東京都

心技体 人を育てる総合誌
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平
成
25
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
（
男
子
32
回
・
女
子
29
回
）

は
９
月
28
日
・
29
日
の
２
日
間
、
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
、
男
女
７
階
級
で
行
わ

れ
た
。

▽
60
㎏
級

　

前
回
準
優
勝
の
志
々
目
徹
（
日
本
体

育
）
と
前
回
大
会
３
位
の
澤
田
涼
（
国
士

舘
）
と
の
対
戦
。
中
盤
で
澤
田
に
２
回
目

の
指
導
が
与
え
ら
れ
、
志
々
目
が
ポ
イ
ン

ト
で
リ
ー
ド
す
る
。
そ
の
後
、
澤
田
も
積

極
的
に
攻
め
る
が
、
時
間
終
了
と
な
り
、

志
々
目
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◉
優
勝
＝
志
々
目
徹
選
手
（
日
本
体
育
）

「
目
標
と
し
て
い
た
大
会
な
の
で
優
勝
で

き
て
嬉
し
い
で
す
。
今
後
は
、
世
界
で
戦

っ
て
い
け
る
選
手
に
な
り
た
い
で
す
」

▽
66
㎏
級

　

決
勝
は
六
郷
雄
平
（
明
治
）
と
本
間
大

地
（
東
海
）
が
対
戦
し
た
。
開
始
早
々
に

六
郷
が
大
内
刈
で
有
効
を
先
取
。
そ
の

後
、
六
郷
は
指
導
を
２
回
与
え
ら
れ
る

が
、
中
盤
、
小
内
刈
が
技
有
と
な
り
ポ
イ

ン
ト
を
重
ね
る
。
本
間
も
大
内
返
で
有
効

を
奪
う
も
、
試
合
終
了
。
六
郷
が
初
優
勝

を
手
に
し
た
。

▽
73
㎏
級

　

決
勝
で
は
安
昌
林
（
筑
波
）
と
橋
本
壮

市
（
東
海
）
の
対
戦
と
な
っ
た
。
両
者
指

導
１
の
同
ポ
イ
ン
ト
の
ま
ま
延
長
戦
へ
。

延
長
戦
開
始
直
後
、
安
の
背
負
投
が
技
有

と
な
り
試
合
終
了
。
安
が
初
優
勝
を
決
め

た
。

▽
81
㎏
級

　

渡
邉
勇
人
（
東
海
）
と
永
瀬
貴
規
（
筑

波
）
が
決
勝
で
対
戦
し
た
。
渡
邉
に
２
回

の
指
導
が
与
え
ら
れ
、
永
瀬
が
ポ
イ
ン
ト

で
リ
ー
ド
す
る
も
、
渡
邉
が
崩
袈
裟
固
を

決
め
て
一
本
勝
。
渡
邉
の
初
優
勝
と
な
っ

た
。

◉
優
勝
＝
渡
邉
勇
人
選
手
（
東
海
）

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
と
い
う
よ
り
は
、

今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
に
恩
返
し

が
で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
も
決
定

し
た
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
は
、
日
本
一
強

く
な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝
し
た
い

で
す
」

▽
90
㎏
級

　

決
勝
は
長
澤
憲
大
（
東
海
）
と
地
﨑
亮

男
子
は
７
階
級
全
て
初
優
勝

全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

　81㎏級＝渡邉（上）対永瀬。渡邉が崩袈裟固で一本勝

男
子
決
勝
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祐
（
國
學
院
）
の
対
戦
と
な
っ
た
。
ケ
ン

カ
四
つ
と
な
り
引
手
の
攻
防
が
続
く
中
、

地
﨑
に
指
導
１
が
与
え
ら
れ
、
長
澤
は
ポ

イ
ン
ト
で
リ
ー
ド
す
る
。
両
者
攻
め
き
れ

ず
に
時
間
終
了
と
な
り
、
ポ
イ
ン
ト
差
で

長
澤
が
初
優
勝
を
手
に
し
た
。

▽
100
㎏
級

　

決
勝
は
レ
イ
ズ
カ
ヨ
ル
（
日
本
）
と
前

回
準
優
勝
の
浅
沼
拓
海
（
国
士
舘
）
を
準

決
勝
で
破
っ
た
高
橋
良
介
（
明
治
）
と
の

対
戦
と
な
っ
た
。
序
盤
、
レ
イ
ズ
に
指
導

１
が
与
え
ら
れ
る
。
高
橋
は
攻
め
続
け
る

も
、
レ
イ
ズ
に
奥
襟
を
摑つ
か

ま
れ
る
と
、
後

ろ
に
引
い
て
し
ま
い
、
中
盤
以
降
３
回
の

指
導
が
重
な
り
、
レ
イ
ズ
が
ポ
イ
ン
ト
で

リ
ー
ド
。
そ
の
後
は
両
者
ポ
イ
ン
ト
な

く
、
レ
イ
ズ
が
初
優
勝
を
決
め
た
。

▽
100
㎏
超
級

　

寺
崎
達
也
（
明
治
）
と
田
中
大
貴
（
国

士
舘
）
が
決
勝
で
対
戦
し
た
。
寺
崎
に
指

導
２
が
与
え
ら
れ
、
田
中
は
試
合
を
優
勢

に
進
め
る
が
、
寺
崎
は
隅
返
で
技
有
を
奪

い
、
ポ
イ
ン
ト
で
リ
ー
ド
す
る
。
そ
の
後

も
寺
崎
に
３
つ
目
の
指
導
が
与
え
ら
れ
る

が
、
試
合
終
了
。
寺
崎
が
初
優
勝
を
飾
っ

た
。

【
男
子
結
果
】

▽
60
㎏
級
①
志
々
目
徹
（
日
本
体
育
）
②

　

澤
田
涼
（
国
士
舘
）
③
松
崎
裕
毅
（
帝

　

京
科
学
）、
田
路
悟
士
（
日
本
体
育
）

▽
66
㎏
級
①
六
郷
雄
平
（
明
治
）
②
本
間

　

大
地
（
東
海
）
③
江
藤
康
太
（
東
海
）、

　

宮
崎
廉
（
桐
蔭
横
浜
）

▽
73
㎏
級
①
安
昌
林
（
筑
波
）
②
橋
本
壮

　

市（
東
海
）③
中
村
一
那（
帝
京
科
学
）、

　

三
浦
健
寛
（
国
士
舘
）

▽
81
㎏
級
①
渡
邉
勇
人
（
東
海
）
②
永
瀬

　

貴
規
（
筑
波
）
③
山
本
幸
紀
（
筑
波
）、

　

豊
田
純
（
日
本
体
育
）

▽
90
㎏
級
①
長
澤
憲
大
（
東
海
）
②
地
﨑

亮
祐
（
國
學
院
）
③
横
田
雄
斗
（
国
士

舘
）、
釘
丸
太
一
（
国
士
舘
）

▽
100
㎏
級
①
レ
イ
ズ
カ
ヨ
ル
（
日
本
）
②

　

高
橋
良
介
（
明
治
）
③
浅
沼
拓
海
（
国

　

士
舘
）、
稲
田
基
（
日
本
）

▽
100
㎏
超
級
①
寺
崎
達
也
（
明
治
）
②
田

　

中
大
貴（
国
士
舘
）③
福
本
翼（
中
央
）、

　

黒
岩
貴
信
（
筑
波
）

◉
100
㎏
超
級
優
勝
＝
寺
崎
達
也
選
手（
明
治
）

「
今
ま
で
全
日
本
ク
ラ
ス
の
大
会
で
入
賞

し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
と
て
も
嬉
し
い

で
す
。
監
督
は
仕
事
も
あ
る
の
に
、
時
間

を
割
い
て
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
次
戦
の
講

道
館
杯
で
は
優
勝
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

　73㎏級＝安（下）対橋本。安が背負投で技有を奪う

　100㎏級＝レイズ（左）対高橋

　100㎏超級＝寺崎（右）対田中
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▽
48
㎏
級

　

２
年
前
の
優
勝
者
・
遠
藤
宏
美（
筑
波
）

と
、
前
回
優
勝
者
の
山
﨑
珠
美
（
山
梨
学

院
）
を
準
決
勝
で
破
っ
た
橘
薗
舞
（
国
士

舘
）
と
の
決
勝
戦
と
な
っ
た
。
遠
藤
に
指

導
１
で
、
橘
薗
は
ポ
イ
ン
ト
で
リ
ー
ド
す

る
。
そ
の
後
、
両
者
低
い
姿
勢
か
ら
の
組

際
、
橘
薗
の
足
が
開
い
た
と
こ
ろ
を
、
遠

藤
が
大
内
刈
を
仕
掛
け
、
技
有
ポ
イ
ン
ト

を
奪
い
、
優
勢
勝
。
２
年
ぶ
り
２
回
目
の

優
勝
に
輝
い
た
。

▽
52
㎏
級

　

決
勝
は
角
田
夏
実
（
東
京
学
芸
）
と
田

中
千
暁
（
龍
谷
）
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。

互
い
に
素
早
く
攻
め
る
が
、
田
中
に
指
導

１
が
与
え
ら
れ
、
角
田
が
ポ
イ
ン
ト
で
リ

ー
ド
す
る
。
終
盤
、
田
中
が
立
ち
上
が
ろ

う
と
し
た
瞬
間
、
角
田
の
得
意
と
す
る
腕

挫
十
字
固
が
決
ま
り
一
本
勝
。
初
優
勝
を

決
め
た
。

◉
優
勝
＝
角
田
夏
実
選
手
（
東
京
学
芸
）

「
優
勝
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。
周
り
の
方

に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
緊
張
し
な
い

で
試
合
に
臨
め
た
の
が
勝
因
だ
と
思
い
ま

す
。
講
道
館
杯
も
気
持
ち
を
切
ら
さ
ず
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
57
㎏
級

　

柳
楽
祐
里
（
国
士
舘
）
と
前
回
３
位
の

金
子
瑛
美（
埼
玉
）が
決
勝
で
対
戦
し
た
。

柳
楽
は
一
瞬
の
隙
を
つ
い
て
相
手
の
後
ろ

に
回
り
、裏
投
で
有
効
を
奪
う
。そ
の
後
、

再
び
豪
快
な
裏
投
を
仕
掛
け
、
見
事
に
一

本
を
決
め
た
。
柳
楽
は
準
決
勝
、
決
勝
と

裏
投
で
一
本
勝
を
収
め
、
初
優
勝
を
勝
ち

取
っ
た
。

▽
63
㎏
級

　

２
年
前
の
３
位
・
西
川
真
帆
（
龍
谷
）

と
、
伊
勢
崎
詩
乃
（
帝
京
科
学
）
と
の
決

勝
戦
と
な
っ
た
。

　

両
者
の
身
長
差
は
18
㎝
。
西
川
は
長
身

を
生
か
し
て
伊
勢
崎
の
背
中
を
摑
み
、
技

を
仕
掛
け
る
。
一
方
、
小
柄
な
伊
勢
崎
は

引
く
こ
と
な
く
積
極
的
に
足
技
を
仕
掛

け
、
攻
め
る
。
両
者
同
ポ
イ
ン
ト
の
ま
ま

延
長
戦
へ
。
延
長
戦
開
始
直
後
、
西
川
の

大
外
刈
が
決
ま
っ
て
一
本
勝
。
初
優
勝
に

輝
い
た
。

◉
優
勝
＝
西
川
真
帆
選
手
（
龍
谷
）

「
優
勝
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
強

い
気
持
ち
で
臨
ん
だ
の
で
優
勝
で
き
た
の

女
子
決
勝

　57㎏級＝柳楽（左）対金子。柳楽が裏投で一本勝　63㎏級＝西川（右）対伊勢崎



35 月刊「武道」　2013．11

【
女
子
結
果
】

▽
48
㎏
級
①
遠
藤
宏
美
（
筑
波
）
②
橘
薗

　

舞
（
国
士
舘
）
③
山
﨑
珠
美
（
山
梨
学

　

院
）、
増
田
沙
由
美
（
山
梨
学
院
）

▽
52
㎏
級
①
角
田
夏
実
（
東
京
学
芸
）
②

　

田
中
千
暁
（
龍
谷
）
③
金
田
結
花
（
帝

　

京
）、
飯
塚
貴
恵
（
東
京
学
芸
）

▽
57
㎏
級
①
柳
楽
祐
里
（
国
士
舘
）
②
金

　

子
瑛
美（
埼
玉
）③
安
田
梨
乃（
帝
京
）、

　

田
中
友
里
（
環
太
平
洋
）

▽
63
㎏
級
①
西
川
真
帆
（
龍
谷
）
②
伊
勢

　

崎
詩
乃
（
帝
京
科
学
）
③
名
村
友
薫
（
金

　

沢
学
院
）、佐
野
賀
世
子
（
山
梨
学
院
）

▽
70
㎏
級
①
ヌ
ン
イ
ラ
華
蓮（
環
太
平
洋
）

②
髙
橋
ル
イ
（
環
太
平
洋
）
③
前
田
奈

恵
子
（
帝
京
）、
千
葉
英
里
子
（
環
太
平 

洋
）

▽
78
㎏
級
①
梅
木
真
美
（
環
太
平
洋
）
②

　

重
永
聡
美
（
広
島
）
③
西
田
香
穂
（
山

　

梨
学
院
）、日
髙
美
沙
希
（
大
阪
体
育
）

▽
78
㎏
超
級
①
井
上
愛
美
（
山
梨
学
院
）

　

②
町
純
香
（
山
梨
学
院
）
③
藤
原
恵
美

　
（
筑
波
）、
井
坂
希
望
（
山
梨
学
院
）

だ
と
思
い
ま
す
。
連
覇
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
」

▽
70
㎏
級

　

決
勝
は
ヌ
ン
イ
ラ
華
蓮
対
髙
橋
ル
イ

（
と
も
に
環
太
平
洋
）
の
３
年
連
続
の
対

戦
と
な
っ
た
。
髙
橋
は
序
盤
に
指
導
１
が

与
え
ら
れ
、
ヌ
ン
イ
ラ
が
ポ
イ
ン
ト
で
リ

ー
ド
す
る
。
両
者
積
極
的
に
攻
め
る
も
技

が
決
ま
ら
ず
、
ヌ
ン
イ
ラ
が
そ
の
ま
ま
リ

ー
ド
を
守
り
き
り
、
３
連
覇
を
決
め
た
。

◉
優
勝
＝
ヌ
ン
イ
ラ
華
蓮
選
手（
環
太
平
洋
）

「
１
年
生
の
時
か
ら
打
込
み
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
、
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
て
き
た

相
手
と
３
年
連
続
で
決
勝
の
舞
台
に
立
て

た
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
」

▽
78
㎏
級

　

１
年
生
な
が
ら
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
梅

木
真
美
（
環
太
平
洋
）
と
前
回
３
位
の
重

永
聡
美
（
広
島
）
が
決
勝
で
対
戦
し
た
。

梅
木
は
払
腰
の
技
有
を
奪
う
と
、
そ
の

後
、
横
四
方
固
の
合
技
で
一
本
を
決
め
、

初
優
勝
に
輝
い
た
。

▽
78
㎏
超
級

　

２
年
前
の
３
位
・
井
上
愛
美
と
前
回
３

位
の
町
純
香
の
山
梨
学
院
同
士
の
決
勝

戦
。
両
者
に
指
導
が
与
え
ら
れ
た
後
、
中

盤
、
２
回
目
の
指
導
は
町
だ
け
に
与
え
ら

れ
、
井
上
が
ポ
イ
ン
ト
で
リ
ー
ド
す
る
。

そ
の
後
、
井
上
の
払
巻
込
が
有
効
と
な

り
、
試
合
終
了
。
井
上
が
初
優
勝
を
手
に

し
た
。

52㎏級＝角田（右）対田中。角田が腕挫十字固で一本勝

　70㎏級＝ヌンイラ（奥）対髙橋

78㎏超級＝井上（右）対町
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（ 

四
六
判
・
上
製
・
５
５
２
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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第
68
回
国
民
体
育
大
会
剣
道
競
技
会

（
主
催
＝
日
本
体
育
協
会
、
文
部
科
学
省
、

東
京
都
、全
日
本
剣
道
連
盟
、足
立
区
）は
、

９
月
29
日
〜
10
月
１
日
の
３
日
間
、東
京
・

足
立
区
の
東
京
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

競
技
は
成
年
男
子
、
成
年
女
子
、
少
年
男

子
、
少
年
女
子
の
４
つ
に
分
か
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の
団
体
戦
で

行
わ
れ
た
。
最
終
日
に
は
、
三
笠
宮
瑶
子

女
王
殿
下
が
ご
臨
席
さ
れ
、
成
年
男
子
の

試
合
を
ご
観
覧
に
な
っ
た
。

　

各
都
道
府
県
代
表
の
精
鋭
た
ち
に
よ
る

白
熱
し
た
戦
い
の
結
果
は
、
成
年
男
子
、

成
年
女
子
、
少
年
男
子
で
、
地
元
・
東
京

が
優
勝
。
少
年
女
子
は
、
前
年
優
勝
・
岐

阜
の
連
覇
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
総
合
優

勝
は
、
開
催
地
で
あ
る
東
京
が
勝
ち
取
っ

た
。

総合優勝した東京

成年男子決勝先鋒戦＝川﨑（右）の小手が決まる

成
年
男
女
、
少
年
男
子
で

開
催
地
・
東
京
が
優
勝

少
年
女
子
は
岐
阜
が
連
覇

第
68
回
国
民
体
育
大
会
剣
道
競
技
会
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出
場
47
チ
ー
ム
の
中
か
ら
、
準
決
勝
に

は
、
滋
賀
、
愛
知
、
岡
山
、
東
京
が
勝
ち

進
ん
だ
。

◇
準
決
勝　

愛
知
３
―
１
滋
賀

　

先
鋒
戦
は
、
延
長
戦
で
愛
知
・
木
谷
が

面
を
決
め
る
。
続
く
次
峰
戦
で
は
愛
知
・

津
田
が
面
を
２
本
奪
っ
て
滋
賀
・
中
野
を

降
す
。
中
堅
戦
、
滋
賀
・
竹
中
が
小
手
で

先
制
す
る
も
、
愛
知
・
曽
根
が
面
で
取
り

勝
で
、
東
京
が
決
勝
進
出
を
決
め
た
。
副

将
、大
将
は
引
き
分
け
て
結
果
は
３
―
０
。

　
◇
決
勝　

東
京
３
―
２
愛
知

　

先
鋒
戦
で
は
、
東
京
・
川
㟢
が
開
始
２

分
、
鍔つ
ば

迫ぜ

り
合あ

い
か
ら
引
き
胴
を
決
め
て

先
制
す
る
。
川
㟢
は
さ
ら
に
小
手
を
奪
っ

て
２
本
勝
ち
す
る
。
次
峰
戦
、
東
京
・
内

村
と
愛
知
・
津
田
の
対
戦
は
時
間
内
に
勝

負
が
決
せ
ず
、
延
長
２
分
過
ぎ
、
内
村
が

面
を
決
め
る
。

　

２
―
０
と
な
り
１
試
合
も
落
と
せ
な
い

愛
知
は
、
中
堅
戦
で
曽
根
が
東
京
・
小
関

に
面
で
１
本
勝
ち
し
、
次
に
繋つ
な

ぐ
。
副
将

戦
で
は
、
愛
知
・
中
村
が
東
京
・
平
尾
か

ら
面
を
奪
っ
て
１
本
勝
ち
し
て
２
―
２
に

並
ぶ
。

　

大
将
戦
は
、東
京
・
栗
田
対
愛
知
・
山
㟢
。

互
い
に
様
子
を
窺
う
か
が
い
な
が
ら
の
慎
重
に
技

を
出
し
合
う
。
開
始
か
ら
約
４
分
、
栗
田

が
鍔
迫
り
合
い
か
ら
間
合
い
を
と
ろ
う
と

す
る
瞬
間
、引
き
面
を
放
っ
て
１
本
先
取
。

そ
の
後
は
決
め
手
の
な
い
ま
ま
試
合
終
了

し
、
栗
田
の
１
本
勝
ち
。
東
京
が
14
年
ぶ

り
２
度
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
東
京
・
佐
藤
勝
信
監
督

　
「
都
剣
連
の
役
員
を
は
じ
め
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
選
手
は
一
人
ひ

と
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
と
て
も
高
か

っ
た
で
す
ね
。
地
元
開
催
で
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
ち

ゃ
ん
と
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
」

◎
東
京
・
大
将
＝
栗
田
和
市
郎
選
手

　
「
と
に
か
く
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
、
ど
こ
で
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
と

思
っ
て
出
た
引
き
面
で
し
た
。
や
っ
と
大

将
の
役
目
を
果
た
せ
た
か
な
と
思
い
ま

す
。
み
ん
な
力
を
持
っ
て
い
る
選
手
で
す

か
ら
、
安
心
は
し
て
い
ま
し
た
」

返
す
。
そ
の
後
、
既
に
反
則
を
一
つ
取
ら

れ
て
い
た
竹
中
が
場
外
に
倒
れ
て
２
つ
目

の
反
則
。
こ
れ
に
よ
り
、
曽
根
に
１
本
与

え
ら
れ
て
試
合
終
了
。
愛
知
の
決
勝
進
出

が
決
ま
っ
た
。
な
お
、
副
将
戦
は
滋
賀
が

勝
ち
、
大
将
は
引
き
分
け
て
結
果
は
３
―

１
と
な
っ
た
。

◇
準
決
勝　

東
京
３
―
０
岡
山

　

先
鋒
戦
で
東
京
・
川
㟢
が
面
、
胴
で
２

本
勝
ち
す
る
と
、勢
い
に
乗
っ
た
東
京
は
、

続
く
次
鋒
・
内
村
、
中
堅
・
小
関
も
２
本

　成
年
男
子

　
　
　
　　

10
月
１
日

岐　阜

福　岡

京　都

徳　島

群　馬

島　根

神奈川

宮　崎

滋　賀

青　森

福　井

香　川

長　野

愛　知

佐　賀

岩　手

千　葉

熊　本

埼　玉

新　潟

山　口

宮　城

兵　庫

北海道

山　梨

長　崎

三　重

富　山

和歌山

高　知

大　阪

鹿児島

岡　山

秋　田

栃　木

大　分

石　川

広　島

福　島

静　岡

茨　城

鳥　取

山　形

沖　縄

愛　媛

奈　良

東　京
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3・4位決定戦
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ニュース

　

16
チ
ー
ム
が
出
場
。
準
決
勝
に
は
、
岐

阜
、東
京
、鹿
児
島
、大
阪
が
駒
を
進
め
た
。

◇
準
決
勝　

東
京
３
―
０
岐
阜

　

先
鋒
戦
は
東
京
・
今
村
が
小
手
で
１
本

勝
ち
。
中
堅
戦
で
も
東
京
・
小
池
が
延
長

戦
で
面
を
奪
い
、
東
京
の
決
勝
進
出
を
決

め
た
。
東
京
は
大
将
戦
で
も
島
村
が
面
、

胴
で
２
本
勝
ち
し
て
、
結
果
は
３
―
０
と

な
っ
た
。

◇
準
決
勝　

大
阪
２
―
１
鹿
児
島

　

先
鋒
戦
、
鹿
児
島
・
和
田
が
女
子
選
手

権
者
の
大
阪
・
山
本
か
ら
面
を
奪
っ
て
先

制
す
る
も
、
中
堅
戦
で
は
大
阪
・
畠
中
が

２
本
勝
ち
、
大
将
戦
で
も
大
阪
・
石
田
が

延
長
戦
で
試
合
を
決
め
て
、
大
阪
が
逆
転

勝
利
と
な
っ
た
。

◇
決
勝　

東
京　

２
―
１　

大
阪

　

先
鋒
戦
は
時
間
内
に
勝
負
が
つ
か
ず
、

延
長
戦
の
末
、
東
京
・
今
村
が
面
を
奪
っ

て
先
制
す
る
。
続
く
中
堅
戦
も
延
長
戦
に

も
つ
れ
こ
み
、
大
阪
・
畠
中
が
小
手
を
決

め
て
１
―
１
の
同
点
に
持
ち
込
む
。
大
将

戦
、
試
合
終
盤
に
東
京
・
島
村
が
突
き
を

決
め
、
そ
の
後
は
両
者
と
も
に
決
め
手
の

な
い
ま
ま
時
間
と
な
り
、
東
京
が
４
年
ぶ

り
３
度
目
の
優
勝
を
手
に
し
た
。

◎
東
京
・
大
将
＝
島
村
百
重
選
手

「
日
々
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

で
す
ね
。
こ
の
チ
ー
ム
で
の
出
場
が
決
ま

っ
た
の
は
８
月
で
す
が
、
普
段
か
ら
警
視

庁
で
一
緒
に
練
習
を
し
て
い
る
仲
間
な
の

で
、
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

16
チ
ー
ム
が
出
場
。準
決
勝
に
は
福
岡
、

栃
木
、
東
京
、
長
崎
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

◇
準
決
勝　

福
岡
５
―
０
栃
木

　

先
鋒
戦
、
栃
木
・
小
池
が
面
を
先
取
す

る
と
、
福
岡
・
鴨
川
も
面
で
取
り
返
す
。

同
点
の
ま
ま
終
了
と
な
り
、
延
長
で
鴨
川

が
面
を
決
め
る
。
次
峰
戦
で
は
福
岡
・
安

藤
が
２
本
勝
ち
。そ
し
て
中
堅
戦
で
福
岡
・

今
村
が
延
長
で
面
を
奪
っ
て
勝
ち
、
福
岡

の
決
勝
進
出
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
副

　

16
チ
ー
ム
が
出
場
。
準
決
勝
進
出
チ
ー

ム
は
岐
阜
、
東
京
、
新
潟
、
埼
玉
。

◇
準
決
勝　

岐
阜
４
―
０
東
京

　

岐
阜
は
、
先
鋒
・
片
山
が
延
長
で
の
小

手
に
よ
っ
て
先
制
す
る
と
、
次
峰
・
三
宅

は
胴
で
、
中
堅
・
小
角
は
小
手
で
そ
れ
ぞ

れ
１
本
勝
ち
し
て
東
京
を
破
り
、
決
勝
進

出
を
決
め
た
。
副
将
は
引
き
分
け
、
大
将

戦
で
は
岐
阜
・
乗
田
が
面
を
２
本
奪
っ
て

勝
ち
、
結
果
は
４
―
０
。

将
、
大
将
も
福
岡
が
勝
ち
、
結
果
は
５
―

０
の
圧
勝
。

◇
準
決
勝　

東
京
３
―
１
長
崎

　

先
鋒
戦
で
は
、
長
崎
・
牧
島
が
面
で
勝

っ
て
先
制
す
る
が
、
東
京
の
次
峰
・
阿
部

と
中
堅
・
平
山
が
、
そ
れ
ぞ
れ
２
本
勝
ち

し
て
逆
転
す
る
。
そ
し
て
副
将
戦
で
、
東

京
・
重
黒
木
が
胴
を
奪
っ
て
決
勝
進
出
を

決
め
た
。
な
お
、
大
将
は
引
き
分
け
た
。

◇
決
勝　

東
京
３
―
１
福
岡

　

先
鋒
戦
は
時
間
内
に
勝
負
が
つ
か
ず
、

◇
準
決
勝　

埼
玉
３
―
２
新
潟

　

先
鋒
戦
は
、
新
潟
・
河
田
、
埼
玉
・
駒

林
が
１
本
ず
つ
の
同
点
で
延
長
と
な
り
、

河
田
が
再
び
胴
を
決
め
る
。
次
峰
戦
は
埼

玉
・
岡
崎
が
面
で
１
本
勝
ち
。
さ
ら
に
埼

玉
は
中
堅
・
辻
本
が
胴
、
面
の
２
本
勝
ち

で
逆
転
。
す
る
と
新
潟
の
副
将
・
大
塩
が

延
長
で
面
を
奪
っ
て
、勝
負
は
大
将
戦
へ
。

大
将
戦
は
時
間
内
に
勝
負
が
つ
か
ず
、
延

長
開
始
間
も
な
く
、
埼
玉
・
端
が
面
を
決

め
て
、
埼
玉
が
決
勝
に
駒
を
進
め
る
。

　成
年
女
子

　
　
　
　　

９
月
29
日

　少
年
女
子
　
　
　
　　

９
月
30
日

　少
年
男
子
　
　
　
　　

９
月
30
日

決勝大将戦＝島村（右）対石田

新　潟

鹿児島

北海道

千　葉

大　阪

秋　田

群　馬

徳　島

岐　阜

栃　木

山　形

宮　崎

福　岡

山　口

京　都

東　京
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気
負
け
し
な
い
で
戦
え
た
の
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
調
子
は
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
決
勝
は
先
鋒
、次
峰
の
勢
い
を
見
て
、

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
大
将
は

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
個
人
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
い

う
安
心
感
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
ね
」

◎
東
京
・
副
将
＝
重
黒
木
俊
介
選
手

「
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
は
他
の
大

会
で
負
け
た
相
手
だ
っ
た
の
で
、
自
分
か

ら
攻
め
て
思
い
切
り
い
き
ま
し
た
。
大
将

に
佐
々
木
が
控
え
て
い
る
の
で
、
自
分
が

負
け
て
も
大
丈
夫
と
い
う
気
持
ち
で
戦
え

ま
し
た
」

◎
岐
阜
・
谷
垣
光
太
郎
監
督

「
決
勝
は
２
年
生
２
人
が
守
り
に
入
っ
た

試
合
に
な
っ
て
し
ま
い
、
危
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
３
年
生
が
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き

た
こ
と
を
全
て
出
し
切
っ
て
、
乗
田
に
繋

い
で
勝
つ
と
い
う
こ
の
チ
ー
ム
ら
し
い
試

合
の
仕
方
が
で
き
ま
し
た
」

◎
岐
阜
・
大
将
＝
乗
田
美
紀
選
手

「
み
ん
な
が
試
合
を
繋
い
で
く
れ
た
の
で
、

絶
対
に
勝
と
う
と
思
い
ま
し
た
。
み
ん
な

同
じ
高
校
の
仲
間
で
、
先
輩
・
後
輩
関
係

な
く
意
見
を
言
い
合
え
る
チ
ー
ム
の
雰
囲

気
が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

延
長
で
東
京
・
津
田
が
胴
を
決
め
る
。
続

く
次
峰
戦
、
東
京
・
阿
部
が
面
を
２
本
奪

っ
て
、
２
―
０
。
負
け
ら
れ
な
い
福
岡
は

中
堅
の
今
村
が
は
じ
め
に
面
を
取
る
。
そ

の
後
、
胴
を
奪
わ
れ
る
も
、
延
長
戦
で
面

を
決
め
、
２
―
１
と
す
る
。
副
将
戦
、
東

京
・
重
黒
木
が
、
ま
ず
は
鍔
迫
り
合
い
か

ら
の
引
き
面
を
決
め
る
。
重
黒
木
は
さ
ら

に
小
手
で
２
本
目
を
奪
い
、
東
京
の
初
優

勝
が
決
ま
っ
た
。
な
お
、
大
将
は
引
き
分

け
て
結
果
は
３
―
１
。

◎
東
京
・
甲
斐
修
二
監
督

「
今
日
は
選
手
の
気
持
ち
が
乗
っ
て
い
て
、

◇
決
勝　

岐
阜
３
―
２
埼
玉

　

先
鋒
戦
は
、
岐
阜
・
片
山
が
面
を
先
取

す
る
も
、
埼
玉
・
駒
林
が
面
を
２
本
取
っ

て
埼
玉
が
勝
つ
。
次
峰
戦
は
、
岐
阜
・
三

宅
が
面
、
小
手
の
２
本
勝
ち
。
中
堅
戦
、

勝
負
が
つ
か
ず
延
長
と
な
り
、
埼
玉
・
辻

本
が
面
を
決
め
て
再
び
埼
玉
が
リ
ー
ド
。

副
将
戦
で
は
延
長
の
末
、
岐
阜
・
長
田
が

面
を
奪
っ
て
大
将
に
繋
ぐ
。

　

大
将
戦
、
試
合
開
始
か
ら
１
分
半
、
岐

阜
・
乗
田
が
面
で
一
本
を
奪
う
。
そ
し
て

再
開
直
後
、
再
び
面
を
決
め
て
、
岐
阜
が

２
年
連
続
２
回
目
の
優
勝
を
手
に
し
た
。

決
勝
先
鋒
戦
＝
東
京
・
津
田
（
右
）
が
胴
を
狙
う

決
勝
大
将
戦
＝
岐
阜
・
乗
田（
左
）
の
面
が
決
ま
る

熊　本

愛　媛

東　京

大　阪

新　潟

茨　城

長　崎

宮　城

福　岡

神奈川

岐　阜

秋　田

栃　木

広　島

北海道

奈　良

3

1

5

01

4

2

3

3

1 3

1

3

1

4

0

2

3

3

2 4

1

3

2

5

0

4

1

3

1
1

3

栃木

長崎
長崎

東京

3・4位
決定戦

新　潟

山　梨

宮　城

福　岡

青　森

大　阪

熊　本

埼　玉

岐　阜

茨　城

北海道

徳　島

京　都

岡　山

東　京

大　分

0

4

3

13

2

0

3

2

3 2

3

4

0

2

3

3

2

4

0 3

0

1

4

4

0

1

4

3

2
2

3

東京

新潟
新潟

岐阜

3・4位
決定戦
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第
56
回
全
日
本
実
業
団
剣
道
大
会
（
主

催
＝
全
日
本
実
業
団
剣
道
連
盟
）
は
、
９

月
23
日
に
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
、
全
国

か
ら
336
チ
ー
ム
（
前
回
よ
り
11
増
）
が
集

ま
り
、
争
わ
れ
た
。

　

決
勝
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
西
日
本
シ
テ
ィ
銀

行
（
本
店
）
が
対
戦
し
、
勝
者
数
は
２
―

２
で
同
点
だ
っ
た
も
の
の
、
本
数
差
（
２

本
差
）
に
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
勝
利
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
７
年
ぶ
り
４
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
た
。

　

試
合
は
、５
人
制
の
団
体
戦
で
行
わ
れ
、

試
合
時
間
は
１
回
戦
か
ら
準
々
決
勝
ま
で

が
３
分
間
、準
決
勝
と
決
勝
は
４
分
間
で
、

時
間
内
に
決
し
な
い
場
合
は
引
き
分
け
と

し
た
。
ま
た
、
チ
ー
ム
の
勝
敗
は
勝
者
数

に
よ
り
決
せ
ら
れ
、
勝
者
数
が
同
数
の
場

合
は
勝
本
数
で
、
さ
ら
に
勝
本
数
が
同
数

の
場
合
は
、
時
間
無
制
限
に
よ
る
代
表
戦

（
一
本
勝
負
）
で
争
わ
れ
た
。

◇
全
日
本
実
業
団
剣
道
大
会
◇

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
実
業
団
日
本
一
に
輝
く

（
写
真
下
）
決
勝
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
大
将
の
下
村
（
右
）
が
小
手
を
決
め
る

（
写
真
左
）
大
一
番
に
勝
利
し
た
下
村
を
迎
え
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
チ
ー
ム
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◇
準
々
決
勝

　

準
々
決
勝
に
進
ん
だ
の
は
、
六
回
戦
で

前
回
優
勝
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク（
Ｅ
Ｓ
本
社
）

を
降
し
た
三
井
住
友
海
上
（
本
店
）、
東

レ
（
研
究
所
）、
日
新
電
機
、
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
（
本
店
）、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
ベ
ア
ハ

グ
（
本
店
）、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
（
本
社
）、

日
本
通
運
（
本
社
）。

　

三
井
住
友
海
上
対
東
レ
は
、
代
表
戦
ま

で
も
つ
れ
、
三
井
住
友
海
上
・
鈴
木
悠
平

が
東
レ
・
俣
野
建
詞
を
小
手
で
退
け
、
チ

ー
ム
の
勝
利
を
決
め
た
。

　

日
新
電
機
と
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
の
対

戦
は
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
が
先
鋒
か
ら

副
将
ま
で
連
続
で
勝
利
し
、準
決
勝
進
出
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
対
ベ
ア
ハ
グ
は
、
中
堅
戦
が
終

わ
っ
て
ベ
ア
ハ
グ
が
２
―
０
と
リ
ー
ド
。

し
か
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
副
将
・
大
将
が
共
に

二
本
勝
ち
し
て
２
―
２
と
並
び
、
本
数
差

（
１
本
差
）
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
辛
勝
し
た
。

　

伊
田
テ
ク
ノ
ス
と
日
本
通
運
の
対
戦

は
、
日
本
通
運
が
先
鋒
・
次
鋒
で
勝
利
。

中
堅
・
副
将
で
引
き
分
け
と
な
り
、
日
本

通
運
の
準
決
勝
進
出
が
決
ま
っ
た
。

◇
準
決
勝

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行　

２
―
０　

三
井
住
友
海
上

　

甲
斐
勇
太　
　
　

×　
　

 

山
田
健
太
郎

○
内
野
辰
彦　
　

ド
―　
　

 

石
井
将
勝

　

渡
辺
雄
太　
　

メ
×
㋱　

 

鈴
木
悠
平

　

浜
地
佳
祐　
　
　

×　
　

 

井
口　

亮

○
小
野
公
次　
　

メ
―　
　

 

高
村
泰
央

　

先
鋒
戦
は
引
き
分
け
。
次
鋒
戦
は
、
西

日
本
シ
テ
ィ
銀
行
・
内
野
が
抜
き
胴
で
一

本
勝
ち
し
た
。
中
堅
、副
将
は
引
き
分
け
。

大
将
戦
は
時
間
終
了
間
際
に
、
西
日
本
シ

テ
ィ
銀
行
・
小
野
が
三
井
住
友
海
上
・
高

村
の
小
手
を
す
か
し
て
面
を
決
め
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ　
　
　

３
―
０　

日
本
通
運

○
齊
藤
将
吾　

㋱
コ
―　
　

 

松
田　

悠

○
岡　

晋
輔　
　

メ
―　
　

 

中
石
吉
郎

　

阿
南
隼
人　
　
　

×　
　

 

紺
野　

剛

　

竹
越　

充　
　

コ
×
㋱　

 

柴
田
優
貴

○
下
村
和
弘　

◯ド
コ
―
メ　

 

黒
木
哲
也

　

先
鋒
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
齊
藤
は
、
開
始
早
々

に
面
と
小
手
を
続
け
て
決
め
て
勝
利
。
次

鋒
戦
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
岡
が
接
近
戦
か
ら
の

面
で
一
本
勝
ち
し
た
。
２
―
０
で
迎
え
た

副
将
戦
は
、
日
本
通
運
・
柴
田
が
先
制
す

る
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
竹
越
が
小
手
で
追
い
付

き
、
引
き
分
け
と
な
る
。
こ
の
時
点
で
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
決
勝
進
出
が
決
ま
っ
た
。

準
決
勝
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
・
小
野
（
左
）
対

三
井
住
友
海
上
・
高
村

小
野
が
高
村
の
小
手
を
す
か
し
て
面
を
決
め
る

開会式

準
決
勝
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
岡
（
右
）
対
日
本
通
運
・
松
田

接
近
戦
か
ら
の
面
で
岡
が
一
本
勝
ち
し
た
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◇
決
勝

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ　

 　

２
―
２　
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行

（
本
数
差〔
２
本
差
〕に
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
勝
利
）

○
齊
藤
将
吾 

㋙
メ
―　
　

 

甲
斐
勇
太

　

岡　

晋
輔 　
　

―
コ　

 

内
野
辰
彦
○

　

阿
南
隼
人 　
　

×　
　

 

渡
辺
雄
太

　

竹
越　

充 　

㋱
―
ド
ド 

浜
地
佳
祐
○

○
下
村
和
弘 

コ
コ
―　

 　

小
野
公
次

（
写
真
右
）
先
鋒
戦
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
齊
藤
（
右
）

が
引
き
面
を
決
め
て
勝
利
し
、
幸
先

よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る

（
写
真
右
下
）
次
鋒
戦
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
・
内
野
（
左
）
が
近
間
か
ら
の

小
手
で
一
本
勝
ち

（
写
真
下
）副
将
戦
、西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
・

浜
地
（
右
）
が
胴
を
決
め
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・

竹
越
に
逆
転
勝
利
。
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
が
、
一
時
リ
ー
ド
を
奪
っ
た

優
勝
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
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先
鋒
戦
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
齊
藤
は
、
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
・
甲
斐
が
間
合
い
を
詰
め
た

と
こ
ろ
に
小
手
を
放
っ
て
先
制
。
さ
ら
に

齊
藤
は
、
引
き
面
を
決
め
て
勝
利
し
た
。

　

次
鋒
戦
は
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
・
内

野
が
近
間
か
ら
の
小
手
で
一
本
勝
ち
し
、

タ
イ
に
持
ち
込
む
。
中
堅
戦
は
引
き
分

け
。
副
将
戦
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
竹
越
が
面
で

先
制
す
る
も
、
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
・
浜

地
が
鍔つ
ば

迫ぜ

り
合あ

い
か
ら
の
引
き
胴
で
追
い

つ
く
。
さ
ら
に
浜
地
は
竹
越
の
面
に
胴
を

合
わ
せ
て
二
本
勝
ち
。
西
日
本
シ
テ
ィ
銀

行
が
勝
ち
星
１
つ
リ
ー
ド
し
た
。

　

大
将
戦
、
２
分
過
ぎ
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
下
村

が
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
・
小
野
の
出
端
に

小
手
を
決
め
る
。
そ
の
後
、
お
互
い
に
探

り
合
う
展
開
の
中
、
追
い
つ
き
た
い
小
野

が
遠
間
か
ら
面
に
跳
ぶ
。
し
か
し
、
下
村

は
こ
れ
を
小
手
に
返
し
て
勝
負
あ
り
。

　

勝
ち
星
で
２
―
２
と
並
ん
だ
が
、
下
村

の
二
本
勝
ち
が
効
い
て
、
本
数
差
（
２
本

差
）
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

◎
優
勝
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
高
井
田
誠
監
督

「
常
に
自
分
自
身
と
メ
ン
バ
ー
を
信
じ
、

チ
ー
ム
で
戦
お
う
と
い
う
の
が
、
皆
の
合

い
言
葉
で
し
た
。
諦
め
な
か
っ
た
の
が
今

日
の
結
果
に
繋つ
な

が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
基
本
の
稽
古
と
精
神
面

の
錬
磨
に
力
を
い
れ
て
臨
み
ま
す
」

◎
最
優
秀
選
手
賞
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
下
村
和
弘
選
手

「『
や
る
し
か
な
い
』
と
い
う
気
持
ち
を

常
に
持
っ
て
戦
い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
キ

ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
２
年
目
で
す
。
普
段

か
ら
部
員
全
員
で
勝
ち
取
ろ
う
と
言
っ
て

き
ま
し
た
。
い
い
伝
統
を
作
っ
て
、
長
く

活
躍
で
き
る
チ
ー
ム
に
し
た
い
で
す
」

【
大
会
結
果
】

▽
優
勝
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ

▽
２
位
＝
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行（
本
店
）

▽
３
位
＝
日
本
通
運
（
本
社
）

　
　
　
　

三
井
住
友
海
上
（
本
店
）

▽
敢
闘
賞
＝
東
レ
（
研
究
所
）、
日
新

電
機
、
ベ
ア
ハ
グ
（
本
店
）、
伊
田
テ

ク
ノ
ス
（
本
社
）

大
会
風
景

（

）

好評発売中

四六判・上製・278頁

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

著者の80年の生涯にわたる
剣道修錬を集大成した

本格的剣道修行論

日本武道館の単行本

好評発売中！

全
日
本
剣
道
連
盟
相
談
役
・
剣
道
範
士
九
段

堀
籠

　
敬
藏  

著
第一章　剣道

第二章　剣道の歴史

第三章　修錬・先人に学ぶ

第四章　剣道の極意

第五章　武道における「礼」

第六章　剣理

第七章　指導者としての心構え

〒102－8321　東京都千代田区北の丸公園２－３
ホームページ　http://www.nipponbudokan.or.jp/編集・発行・日本武道館

目

次

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
４
４
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

高め合う剣道

佐藤 成明 著
筑波大学名誉教授

刀剣の
　歴史と思想

酒井 利信 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・346 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

兵法家伝書に学ぶ

加藤 純一 著
文教大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）
林　邦夫 著

中京大学教授

（ 四六判・上製・298 頁 ）

人を育てる剣道

⻆　正武 著
剣道範士八段

（ 四六判・上製・268 頁 ）

武道
過去・現在・未来

剣道で
　学び得たもの

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

禅の思想と剣術

佐藤鍊太郎 著
北海道大学大学院教授

（ 四六判・上製・386 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

（ 四六判・上製・564 頁 ）
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第
68
回
国
民
体
育
大
会
銃
剣
道
競
技
会

（
主
催
＝
日
本
体
育
協
会
、文
部
科
学
省
、

東
京
都
、全
日
本
銃
剣
道
連
盟
、練
馬
区
）

は
９
月
29
日
〜
10
月
１
日
の
３
日
間
、
東

京
・
練
馬
の
練
馬
区
立
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
た
。

　

大
会
は
成
年
男
子
と
少
年
男
子
で
争
わ

れ
、
成
年
男
子
は
、
熊
本
県
が
決
勝
で
東

京
都
を
破
り
史
上
初
と
な
る
三
連
覇
を
達

成
し
た
。
少
年
男
子
は
、
新
潟
県
が
決
勝

で
北
海
道
を
２
―
１
で
破
っ
て
、
４
年
ぶ

り
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
な
お
、

成
年
と
少
年
の
順
位
に
応
じ
て
与
え
ら
れ

る
得
点
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
総
合
優
勝

は
、
成
年
準
優
勝
、
少
年
６
位
の
東
京
都

が
獲
得
し
た
。

　

試
合
は
３
人
制
の
団
体
戦
で
行
わ
れ
、

試
合
時
間
は
５
分
。
時
間
内
に
勝
敗
が
決

し
な
い
場
合
は
２
分
間
の
延
長
戦
を
行

い
、
そ
れ
で
も
決
し
な
い
と
き
は
旗
判
定

に
よ
っ
て
決
し
た
。
た
だ
し
、
決
勝
戦
の

み
合
計
３
回
ま
で
延
長
戦
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

■
成
年
男
子

　

三
連
覇
を
目
指
す
熊
本
は
、
初
戦
の
２

回
戦
で
石
川
を
、
３
回
戦
で
愛
知
を
そ
れ

ぞ
れ
２
―
１
で
破
っ
て
ベ
ス
ト
８
進
出
。

準
々
決
勝
で
は
鹿
児
島
を
相
手
に
２
―
１

で
勝
っ
て
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

昨
年
準
優
勝
の
長
崎
は
準
々
決
勝
で
、

今
年
の
選
手
権
者
・
日
高
雅
光
を
擁
す
る

福
岡
に
３
―
０
で
完
敗
し
、姿
を
消
し
た
。

　

１
回
戦
か
ら
登
場
し
た
地
元
・
東
京
は

抜
群
の
安
定
感
で
ベ
ス
ト
４
入
り
。
ま

た
、
埼
玉
が
準
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

▼
準
決
勝

　

東
京　

２
―
１　

埼
玉

　

地
元
と
隣
県
の
対
戦
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
互
い
に
応
援
団
も
多
く
、
技
の
応

酬
の
た
び
に
大
き
な
拍
手
と
声
援
が
送
ら

れ
た
。

　

先
鋒
戦
は
、
東
京
・
川
村
が
終
盤
に
埼

玉
・
木
村
か
ら
下
胴
を
奪
っ
て
一
本
勝
。

埼
玉
は
中
堅
の
俵
山
が
東
京
・
根
本
か
ら

ノ
ド
で
先
制
す
る
。し
か
し
、終
了
間
際
、

根
本
の
狙
い
澄
ま
し
た
小
手
が
見
事
に
決

ま
っ
て
そ
の
ま
ま
時
間
。
延
長
１
分
、
俵

山
は
近
間
か
ら
の
離
れ
際
に
上
胴
を
一
突

き
。
勝
負
を
大
将
戦
へ
繋
い
だ
。

　

大
将
戦
は
延
長
に
突
入
。
東
京
・
松
野

は
埼
玉
・
田
上
の
出
端
を
上
胴
に
押
さ
え

て
試
合
を
決
め
た
。

　

熊
本　

３
―
０　

福
岡

　

初
戦
か
ら
全
勝
の
熊
本
先
鋒
の
田
尻
と

中
堅
の
原
田
は
こ
の
試
合
で
も
相
手
を
寄

成年男子決勝大将戦＝熊本・⻆（左）が上胴に飛び込む
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せ
付
け
る
こ
と
な
く
、
落
ち
着
い
た
試
合

運
び
で
星
を
連
取
。
一
気
に
試
合
を
決
め

た
。
熊
本
の
大
将
は
選
手
権
大
会
常
連
の

⻆
だ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
３
戦
全
敗
の
絶

不
調
。
福
岡
の
大
将
は
選
手
権
者
の
日

高
。
日
高
は
得
意
の
下
胴
を
狙
い
、
⻆
も

そ
れ
を
織
り
込
み
済
み
で
時
間
内
に
勝
敗

が
つ
か
ず
。
延
長
１
分
、
近
間
の
攻
防
の

中
で
⻆
は
日
高
の
一
瞬
の
隙
を
逃
さ
ず
、

突
い
た
上
胴
が
見
事
に
決
ま
っ
て
、
こ
の

日
よ
う
や
く
一
勝
を
上
げ
た
。

▼
決
勝

　
　
　

熊
本　
　

２
―
１　
　

東
京

　

田
尻
竜
三　
　
　

―
㊤
上　

川
村
貴
嗣

　

原
田
将
興　

上
上
―
㊤　
　

根
本　

努

　

⻆　

康
大　
　

㊤
―　
　
　

松
野
和
樹

　

先
鋒
戦
開
始
36
秒
、
川
村
が
上
胴
で
先

制
す
る
と
、
４
分
に
は
田
尻
の
剣
を
払
っ

て
上
胴
を
決
め
て
二
本
勝
し
、
東
京
が
先

制
し
た
。

　

中
堅
戦
は
中
盤
、
根
本
が
上
胴
を
決
め

る
が
、
そ
の
後
、
根
本
が
足
を
負
傷
。
そ

の
影
響
が
あ
っ
て
か
、
時
間
内
に
原
田
が

上
胴
を
奪
っ
て
追
い
つ
く
と
、
試
合
は
延

長
へ
。
２
度
の
延
長
を
挟
ん
だ
再
々
延
長

戦
の
終
了
間
際
、
原
田
が
上
胴
に
飛
び
込

む
と
、
旗
が
三
本
揃
っ
て
、
熊
本
が
大
将

戦
へ
繋
い
だ
。

第 68回国民体育大会銃剣道競技会

熊本が３連覇
少年男子は新潟が４年ぶり２度目の優勝

成年男子決勝中堅戦＝熊本・原田（左）が上胴を決める

成年男子準決勝中堅戦＝熊本・原田（左）対福岡・竹中 成年男子準決勝大将戦＝東京・松野（左）対埼玉・田上

成年男子決勝先鋒戦＝熊本・田尻（左）が上胴を攻める

●
準
決
勝　

―
―
―
―
―
―
―
―

成年
男子
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ニュース

　

大
将
戦
、
三
連
覇
達
成
目
前
の
熊
本
・

⻆
と
地
元
の
大
声
援
に
押
さ
れ
る
東
京
・

松
野
の
対
戦
。
互
い
に
気
迫
溢
れ
る
技
の

応
酬
を
展
開
。
⻆
の
突
き
を
松
野
が
払
え

ば
、
松
野
の
剣
を
⻆
が
捌
く
。
開
始
３

分
、
⻆
は
松
野
を
場
外
際
ま
で
追
い
詰
め

る
と
、
す
か
さ
ず
上
胴
に
剣
を
飛
ば
す
。

松
野
は
こ
れ
に
反
応
で
き
ず
、
⻆
の
残
心

に
審
判
の
旗
が
三
本
揃
っ
た
。
松
野
は
残

り
時
間
、
懸
命
に
攻
め
る
が
、
つ
い
に
⻆

を
捕
え
き
れ
ず
、
２
―
１
で
熊
本
が
見
事

に
三
連
覇
を
達
成
し
た
。

◉
優
勝
＝
内
田
巳み

毅き

雄お

総
監
督
（
熊
本
）

「
今
日
は
原
田
、
田
尻
の
頑
張
り
が
大
き

か
っ
た
で
す
ね
。
昨
年
は
二
本
勝
を
す
る

試
合
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
研

究
さ
れ
て
い
て
、
厳
し
い
試
合
が
続
き
ま

し
た
。
選
手
た
ち
は
自
衛
官
な
の
で
転
属

も
あ
り
、
今
年
が
最
後
と
い
う
つ
も
り
で

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
も
し
メ
ン
バ
ー
が

変
わ
っ
た
と
し
て
も
四
連
覇
を
狙
い
た
い

と
思
い
ま
す
」

◉
優
勝
＝
田
尻
竜
三
選
手
（
熊
本
）

「
毎
年
先
鋒
が
全
勝
し
て
優
勝
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
大
事
な
と
こ
ろ
で
負
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
信
頼
で
き

る
仲
間
が
い
て
嬉
し
い
で
す
。
中
堅
戦
で

原
田
が
勝
っ
た
と
き
は
嬉
し
さ
の
あ
ま

り
、
少
し
涙
が
出
ま
し
た
」

◉
優
勝
＝
原
田
将
興
選
手
（
熊
本
）

「
一
昨
年
、
昨
年
と
先
鋒
、
大
将
に
頼
り

っ
ぱ
な
し
で
し
た
が
、
今
年
は
よ
う
や
く

仕
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
本

当
に
最
高
の
チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま
す
」

◉
優
勝
＝
⻆
康
大
選
手
（
熊
本
）

「
準
決
勝
ま
で
は
す
べ
て
前
二
人
で
決
ま

っ
て
い
た
の
で
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
ね
。
風
邪
気
味
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、

ド
ー
ピ
ン
グ
の
関
係
で
薬
も
飲
め
な
か
っ

た
ん
で
調
子
は
悪
か
っ
た
で
す
。
普
段
は

所
属
が
違
う
の
で
敵
同
士
で
す
が
、
国
体

で
は
い
つ
も
心
強
い
仲
間
で
す
。
今
年
の

選
手
権
を
取
っ
た
日
高
選
手
と
の
試
合
は

気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た
」

■
少
年
男
子

　

昨
年
の
決
勝
を
争
っ
た
新
潟
と
神
奈
川

が
１
回
戦
で
激
突
し
た
。
試
合
は
新
潟
が

先
鋒
、
中
堅
で
勝
負
を
決
め
、
２
―
１
で

昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
た
。
新
潟
は
２
回

戦
、
準
決
勝
を
と
も
に
３
―
０
で
危
な
げ

な
く
勝
ち
上
が
る
と
、
決
勝
で
は
北
海
道

と
対
戦
し
た
。

　

先
鋒
戦
、
新
潟
・
渡
邉
は
開
始
１
分
で

北
海
道
・
小
林
か
ら
下
胴
を
奪
っ
て
先
制

す
る
が
、
直
後
に
小
林
が
下
胴
を
奪
い
返

す
。
２
分
、
渡
邉
は
相
手
の
隙
を
見
逃
さ

ず
、
下
胴
を
奪
っ
て
新
潟
が
先
制
し
た
。

　

中
堅
戦
、
北
海
道
・
福
田
は
上
胴
で
先

制
す
る
と
、
２
分
半
に
は
、
新
潟
・
高
井

の
突
き
を
福
田
が
払
っ
て
上
胴
を
決
め

て
、
試
合
を
振
り
出
し
に
戻
し
た
。

　

優
勝
の
か
か
っ
た
大
将
戦
、
新
潟
・
大

谷
、
北
海
道
・
川
崎
は
と
も
に
技
を
仕
掛

け
る
が
決
め
手
に
欠
い
て
延
長
戦
へ
。
開

始
19
秒
、
大
谷
は
川
崎
が
居
つ
い
た
と
こ

ろ
を
逃
さ
ず
上
胴
を
決
め
て
、
新
潟
に
優

勝
を
も
た
ら
し
た
。

◉
優
勝
＝
長
谷
川
元
は
じ
め

監
督
（
新
潟
）

「
今
回
は
隙
の
な
い
チ
ー
ム
が
で
き
ま
し

た
。
う
ち
は
後
ろ
に
回
し
て
勝
つ
ス
タ
イ

ル
で
し
た
の
で
、
決
勝
は
安
心
し
て
見
て

い
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
決
勝
で
神
奈
川

準々決勝まで全敗だった熊本大将・⻆（右）は準決勝で選手権者・日高か
ら勝利をもぎ取った（写真：準決勝福岡戦で日高から上胴を奪ったところ）

成年男子優勝＝熊本県（左から田尻・原田・⻆・内田総監督）

熊本中堅・原田（左）は全試合で勝星を上げ、
チームの優勝に貢献した（写真：２回戦石川戦）
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少年男子決勝大将戦＝新潟・大谷（左）の上胴が見事に決まって優勝を勝ち取った

に
敗
れ
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
は
ベ
ス
ト

４
で
満
足
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
気
持
ち

で
負
け
て
い
ま
し
た
ね
。
今
回
は
初
め
か

ら
優
勝
を
意
識
し
て
戦
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
違
い
は
大
き
い
で
す
」

◉
優
勝
＝
滝
沢
元
気
教
諭（
三
条
商
業
高
）

　

優
勝
し
た
新
潟
県
チ
ー
ム
は
３
人
と
も

三
条
商
業
高
の
生
徒
。
普
段
、
稽
古
を
つ

け
て
い
る
滝
沢
教
諭
に
話
を
聞
い
た
。

「
嬉
し
涙
が
出
ま
し
た
ね
。
昨
年
負
け
た

メ
ン
バ
ー
が
そ
の
ま
ま
出
ま
し
た
の
で
、

昨
年
の
経
験
が
活
き
ま
し
た
。
夏
に
は
高

校
生
大
会
を
優
勝
し
ま
し
た
が
、
油
断
は

で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

 

大
将
戦
、
延
長
に
入
る
と
こ
ろ
で
は
滝

沢
教
諭
が
観
客
席
か
ら
「
冷
静
に
」
と
い

う
声
を
か
け
た
。

「
大
谷
は
普
段
通
り
や
れ
ば
負
け
る
こ
と

は
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
声
を
か
け

ま
し
た
。
選
手
は
３
人
と
も
３
年
生
な
の

で
、
来
年
は
ま
た
新
し
い
チ
ー
ム
で
臨
み

ま
す
」

◉
優
勝
＝
大
谷
竜り
ゅ

輝う
き

選
手
（
新
潟
）

「
昨
年
の
雪
辱
が
で
き
ま
し
た
。
絶
対
勝

っ
て
や
る
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
試
合

は
延
長
に
入
る
ま
で
お
互
い
に
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
、
最
後
の
上
胴

は
一
か
八
か
で
い
っ
て
み
ま
し
た
。
旗
は

少年男子優勝＝新潟県（左から渡邉・大谷・髙井）

上
が
り
ま
し
た
が
、
少
し
甘
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
来
年
は
進
学
し
ま
す
が
、
銃
剣

道
を
続
け
る
と
し
た
ら
新
潟
県
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
国
体
に
出
た
い
で
す
」

【
大
会
結
果
】

▼
成
年
男
子
＝
①
熊
本
県
②
東
京
都
③
埼

玉
県
④
福
岡
県
⑤
長
崎
県
⑥
山
形
県
⑦

沖
縄
県
⑧
鹿
児
島
県

▼
少
年
男
子
＝
①
新
潟
県
②
北
海
道
③
岐

阜
県
④
岩
手
県
⑤
神
奈
川
県
⑥
東
京
都

⑦
香
川
県
⑧
京
都
府

▼
総
合
成
績
＝
①
東
京
都
②
熊
本
県
、
新

潟
県
④
北
海
道
⑤
埼
玉
県
、
岐
阜
県
⑦

福
岡
県
、
岩
手
県
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〈広告〉

日本武道館の単行本

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

田
代
し
ん
た
ろ
う

　著

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁 

）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好
評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め
﹂

を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相
撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・

な
ぎ
な
た
・
銃
剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方
に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
描
い
て
い
ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光
（
日
本
武
道
館
）
／
高
村
正
彦
（
武
道
議
員
連
盟
）

　／
有
松
育
子
（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎
（
柔
術
）
／
笹
森
建
美
（
剣
術
）
／
加
藤
伊
三
男
（
槍
術
）

　／
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光（
日
本
武
道
館
）／
高
村
正
彦（
武
道
議
員
連
盟
）
　／

　有
松
育
子（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
八
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎（
柔
術
）／
笹
森
建
美（
剣
術
）／
加
藤
伊
三
男（
槍
術
）／

　小
笠
原
清
忠（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（ Ｂ５判・上製・箱入・526 頁 ）
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第
７
回
糸
東
流
空
手
道
世
界
選
手
権
大
会

日
本
は
形
種
目
を
全
制
覇

組
手
は
優
勝
者
な
し

男子個人形優勝＝大木格選手（スーパーリンペイ）

女子個人形優勝＝清水希容選手（チャタンヤラクーシャンクー）
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第
７
回
糸
東
流
空
手
道
世
界
選
手
権
大

会
（
主
催
＝
世
界
糸
東
流
空
手
道
連
盟
、

全
日
本
空
手
道
連
盟
糸
東
会
）
は
９
月
15

日
・
16
日
の
２
日
間
、
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
代
表
選
手
が
優
勝
を
争
う
シ
ニ

ア
大
会
（
組
手
12
種
目
・
形
４
種
目
）
と

自
由
参
加
（
日
本
人
選
手
は
全
日
本
大
会

ベ
ス
ト
８
以
上
）
の
オ
ー
プ
ン
大
会
（
38

種
目
）
が
行
わ
れ
た
。

　

日
本
人
選
手
は
形
競
技
は
男
女
団
体
個

人
の
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
優
勝
し
た

が
、
組
手
で
は
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

■
形

▼
男
子
団
体

　

日
本
は
稲
田
隆
宏
、
佐
尾
隆
弥
、
山
口

航
の
３
選
手
が
出
場
。
決
勝
で
チ
ャ
タ
ン

ヤ
ラ
ク
ー
シ
ャ
ン
ク
ー
を
演
武
し
、
５
―

０
で
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ
イ
を
降
し

て
、
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
稲
田
隆
宏
選
手

「
前
回
も
出
ま
し
た
が
、
３
位
と
な
っ

て
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
の
で
、
今
回
は

非
常
に
嬉
し
い
で
す
。
私
が
最
年
長
（
30

歳
）
で
二
人
は
23
歳
で
す
が
、
二
人
と
も

本
当
に
よ
く
稽
古
を
し
て
、
３
年
前
よ
り

も
成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。
心
強
い
後
輩

た
ち
で
す
」

◉
優
勝
＝
佐
尾
隆
弥
選
手

「
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
の
期
待
に
応
え

ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
前
回
大
会
で
負

け
た
時
に
二
度
は
な
い
と
思
っ
た
の
で
、

今
回
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
か
っ
た
で

す
ね
」

◉
優
勝
＝
山
口
航
選
手

「
実
力
以
上
の
力
が
発
揮
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
今
ま
で
の
大
会
や
稽
古
よ
り
よ
か

っ
た
で
す
。
次
の
大
会
も
こ
の
三
人
で
出

た
い
と
思
い
ま
す
」

▼
女
子
団
体

　

日
本
か
ら
は
檜
山
唯
、
後
田
麻
緒
、
宇

賀
神
優
奈
の
各
選
手
が
出
場
。
順
当
に
勝

ち
上
が
る
と
、
決
勝
は
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ

イ
ペ
イ
を
相
手
に
チ
ャ
タ
ン
ヤ
ラ
ク
ー
シ

ャ
ン
ク
ー
で
５
―
０
と
し
て
優
勝
し
た
。

◉
優
勝
＝
檜
山
唯
選
手

「
出
場
す
る
大
会
で
良
い
成
績
を
残
す
だ

け
で
は
な
く
、
空
手
道
を
通
じ
て
人
間
的

に
も
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◉
優
勝
＝
後
田
麻
緒
選
手

「
ま
だ
気
持
ち
の
整
理
が
で
き
て
な
く

て
、
頭
が
真
っ
白
で
す
。
で
も
い
ろ
ん
な

人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

◉
優
勝
＝
宇
賀
神
優
奈
選
手

「
素
直
に
嬉
し
い
で
す
。
自
分
だ
け
道
場

が
違
い
ま
す
が
、
ま
た
こ
の
メ
ン
バ
ー
で

試
合
に
出
た
い
で
す
」

▼
男
子
個
人

　

日
本
か
ら
は
大
木
格い
た
ると
今
津
誠
彌
が
出

場
し
、
決
勝
で
対
戦
し
た
。
大
木
は
ス
ー

パ
ー
リ
ン
ペ
イ
、
今
津
は
ウ
ン
ス
ー
を
演

じ
、
５
―
０
で
大
木
が
頂
点
に
立
っ
た
。

◉
優
勝
＝
大
木
格
選
手

「
嬉
し
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
形
の
精
度

を
高
め
る
た
め
に
今
回
は
ス
ー
パ
ー
リ
ン

ペ
イ
を
決
勝
で
打
つ
と
決
め
て
い
ま
し

た
。
今
は
武
の
部
分
が
出
せ
る
よ
う
に
稽

古
を
し
て
い
ま
す
」

▼
女
子
個
人

　

日
本
人
選
手
は
清
水
希
容
と
梶
川
凛
美

が
出
場
し
、
決
勝
で
対
戦
。
チ
ャ
タ
ン
ヤ

ラ
ク
ー
シ
ャ
ン
ク
ー
対
決
と
な
り
、
３
―

２
で
清
水
が
世
界
一
と
な
っ
た
。

◉
優
勝
＝
清
水
希
容
選
手

「
決
勝
戦
と
い
う
舞
台
で
梶
川
先
輩
と
対

戦
す
る
の
は
初
め
て
で
す
。
先
輩
と
は
同

じ
道
場
で
、
一
緒
に
稽
古
を
し
て
い
ま
す

し
、憧
れ
の
先
輩
な
の
で
、嬉
し
い
で
す
」

男子団体形優勝＝日本（チャタンヤラクーシャンクー）

女子団体形優勝＝日本（チャタンヤラクーシャンクー）
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■
組
手

▼
団
体

　

団
体
戦
は
男
子
が
５
人
制
、
女
子
が
３

人
制
で
行
わ
れ
た
。

　

日
本
男
子
は
２
回
戦
で
中
国
と
対
戦

し
、
２
―
３
で
敗
れ
た
。
決
勝
で
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
が
ロ
シ
ア
を
降
し
て
優
勝
し
た
。

　

日
本
女
子
は
準
決
勝
で
中
国
に
敗
れ
、

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ
イ
と
の
三
位
決
定

戦
に
挑
ん
だ
が
、
１
―
２
で
敗
れ
、
入
賞

を
逃
し
た
。
優
勝
は
決
勝
で
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
を
破
っ
た
中
国
だ
っ
た
。

▼
男
子
個
人

◇
-60
㎏
級

　

決
勝
に
船
橋
武
士
が
進
み
、
バ
ウ
ア
ン

リ
ア
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
）
と
対
戦
し
、
０

―
２
で
敗
退
し
た
。

◉
準
優
勝
＝
船
橋
武
士
選
手

「
応
援
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
声
が

聞
こ
え
ま
し
た
が
、
負
け
て
し
ま
っ
て
悔

し
い
で
す
」

◇
-67
㎏
級

　

日
本
か
ら
は
大
嶋
幹
男
と
小
西
輝
昌
が

出
場
し
、
共
に
三
位
決
定
戦
を
勝
っ
て
、

入
賞
を
果
た
し
た
。

◇
-75
㎏
級

　

日
本
の
小
出
翔
太
が
決
勝
に
進
出
し
、

ラ
ユ
シ
ュ
キ
ン
（
ロ
シ
ア
）
と
対
戦
。
小

出
は
５
―
４
と
リ
ー
ド
し
た
残
り
10
秒
か

ら
、
中
段
突
き
で
有
効
を
連
取
さ
れ
、
逆

転
で
敗
退
し
た
。

◉
準
優
勝
＝
小
出
翔
太
選
手

「
悔
し
い
反
面
、
決
勝
の
舞
台
に
立
て
た

喜
び
も
あ
り
ま
す
。
最
後
に
追
い
つ
か
れ

た
と
き
に
判
定
に
な
っ
た
ら
不
利
だ
と
思

っ
た
の
で
攻
め
急
い
で
し
ま
い
ま
し
た
」

◇
-84
㎏
級

　

杉
岡
将
平
が
決
勝
進
出
を
果
た
し
た

が
、
団
体
戦
の
反
則
負
け
の
た
め
、
決
勝

戦
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

◉
準
優
勝
＝
杉
岡
将
平
選
手

「
決
勝
に
立
つ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
の
が
悔
し
い
で
す
。
外
国
人
選
手
に

【
大
会
結
果
】

■
形

▼
男
子
団
体
＝
①
日
本
②
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ

イ
ペ
イ
③
メ
キ
シ
コ
Ｂ
、
香
港

▼
女
子
団
体
＝
①
日
本
②
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ

イ
ペ
イ
③
メ
キ
シ
コ
Ａ
、
ロ
シ
ア

▼
男
子
個
人
＝
①
大
木
格
（
日
本
）
②
今
津

誠
彌
（
日
本
）
③
ト
ー
バ
ー
（
メ
キ
シ
コ

Ｂ
）、
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
（
ロ
シ
ア
）

▼
女
子
個
人
＝
①
清
水
希
容
（
日
本
）
②
梶

川
凛
美
（
日
本
）
③
デ
ィ
ミ
ト
ロ
バ
（
ド

ミ
ニ
カ
）、
サ
ン
チ
ェ
ス
（
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
）

■
組
手

▼
団
体

◇
男
子
＝
①
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
②
ロ
シ
ア
③
チ

ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ
イ
、
中
国

◇
女
子
＝
①
中
国
②
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
③
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ
イ

▼
男
子
個
人

◇
-60
㎏
級
＝
①
バ
ウ
ア
ン
リ
ア
（
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
）
②
船
橋
武
士
（
日
本
）
③
長
谷
川

裕
介
（
日
本
）、デ
ュ
ズ
ゲ
ン
バ
イ
エ
フ
（
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
）

◇
-67
㎏
級
＝
①
チ
ェ
ン
（
中
国
）
②
チ
ュ
ゼ

ル
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）
③
大
嶋
幹
男
（
日

本
）、
小
西
輝
昌
（
日
本
）

◇
-75
㎏
級
＝
①
ラ
ユ
シ
ュ
キ
ン
（
ロ
シ
ア
）

②
小
出
翔
太
（
日
本
）
③
黒
川
大
和
（
日

本
）、
バ
ウ
ア
ブ
ー
ブ
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
）

◇
-84
㎏
級
＝
①
ア
チ
ャ
チ
ェ
（
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
）
②
杉
岡
将
平
（
日
本
）
③
井
上
涼
（
日

本
）、
ク
イ
（
中
国
）

◇
+84
㎏
級
＝
①
ラ
ミ
レ
ス
（
メ
キ
シ
コ
Ｂ
）

対
応
し
て
い
く
の
が
大
変
で
す
」

◇
+84
㎏
級

　

日
本
人
選
手
は
不
出
場
。
決
勝
で
ラ
ミ

レ
ス
（
メ
キ
シ
コ
Ｂ
）
が
グ
イ
ン
ド
ン
（
カ

ナ
ダ
）
を
破
っ
て
優
勝
し
た
。

▼
女
子
個
人

◇
-50
㎏
級

　

平
林
真
樹
と
門
屋
安
里
奈
が
出
場
し
、

そ
れ
ぞ
れ
三
位
決
定
戦
に
進
出
。
平
林
が

勝
っ
て
、
入
賞
を
果
た
し
た
。

◇
-55
㎏
級

　

宮
下
結
衣
が
決
勝
進
出
。
３
ポ
イ
ン
ト

リ
ー
ド
で
迎
え
た
残
り
４
秒
、
上
段
蹴
り

を
も
ら
っ
て
追
い
つ
か
れ
て
時
間
。
判
定

は
１
―
３
で
準
優
勝
に
終
わ
っ
た
。

男子個人組手―75kg 級決勝＝小出（左）対ラユシュキン
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②
グ
イ
ン
ド
ン
（
カ
ナ
ダ
）
③
ロ
ギ
ノ
フ

（
ロ
シ
ア
）、
ゴ
ン
（
中
国
）

▼
女
子
個
人

◇
-50
㎏
級
＝
①
リ
（
中
国
）
②
ゴ
ン
ザ
レ
ス

（
グ
ア
テ
マ
ラ
Ａ
）
③
平
林
真
樹
（
日
本
）、

チ
キ
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
）

◇
-55
㎏
級
＝
①
ベ
ナ
ッ
ズ
ウ
（
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
）
②
宮
下
結
衣
（
日
本
）
③
ニ
ウ
（
中

国
）、
チ
ウ
（
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ
イ
）

◇
-61
㎏
級
＝
①
ガ
ズ
ー
リ
（
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
）
②
イ
メ
ル
ボ
ル
（
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
）
③

ア
レ
オ
ラ
（
メ
キ
シ
コ
Ａ
）、
フ
ラ
ン
ヤ

ー
リ
ン
（
メ
キ
シ
コ
Ａ
）

◇
-68
㎏
級
＝
①
ガ
フ
ロ
バ
（
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
）
②
サ
リ
ナ
ス
（
メ
キ
シ
コ
Ａ
）
③
ガ

ル
シ
ア
（
メ
キ
シ
コ
Ａ
）、
ロ
（
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
タ
イ
ペ
イ
）

◇
+68
㎏
級
＝
①
ゼ
ン
（
中
国
）
②
イ
ン
（
中

国
）
③
ク
イ
ン
タ
ル
（
メ
キ
シ
コ
Ａ
）、

ベ
セ
ー
ラ
（
メ
キ
シ
コ
Ａ
）

◉
準
優
勝
＝
宮
下
結
衣
選
手

「
Ｃ
２
の
反
則
を
３
つ
も
ら
っ
て
い
た
の

で
、
攻
め
に
い
っ
た
と
こ
ろ
を
狙
わ
れ
ま

し
た
。
た
だ
す
ご
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
の
で
、今
後
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
」

◇
-61
㎏
級

　

山
田
里
奈
が
三
位
決
定
戦
に
進
ん
だ

が
、
敗
れ
て
入
賞
を
逃
し
た
。
優
勝
は
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ガ
ズ
ー
リ
が
果
た
し
た
。

◇
-68
㎏
級

　

日
本
人
選
手
は
序
盤
で
敗
退
。
決
勝
で

ガ
フ
ロ
バ
（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）
が
サ
リ
ナ

ス（
メ
キ
シ
コ
Ａ
）に
勝
っ
て
優
勝
し
た
。

◇
+68
㎏
級

　

日
本
人
選
手
は
不
出
場
。
決
勝
は
中
国

人
同
士
の
対
戦
と
な
り
、
ゼ
ン
が
イ
ン
を

降
し
て
優
勝
し
た
。

◉
日
本
チ
ー
ム
・
矢
部
満
彦
糸
東
会
強
化

部
長
の
話

「
国
内
で
は
Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
ル
ー
ル
を
変
え
て

い
ま
す
が
、
す
ぐ
に
統
一
し
て
行
う
べ
き

で
す
。
ル
ー
ル
は
昨
年
１
月
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
が
、
国
内
で
の
適
用
は
今
年
１
月

か
ら
で
す
。
外
国
人
選
手
と
１
年
の
差
が

あ
る
わ
け
で
す
。
今
後
は
一
層
、
新
ル
ー

ル
に
対
応
す
る
練
習
と
実
戦
経
験
を
積
ま

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
」

日本選手団

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

金
城

　
裕
︵
き
ん
じ
ょ
う

　
ひ
ろ
し
︶

著

空
手
評
論
家

︿
目
次
﹀

第
一
章

　
﹁
唐
手
﹂
と
は
、
の
問
い
に
答
え
る

第
二
章

　
中
国
拳
法
を
巡
っ
て

第
三
章

　
琉
球
と
中
国
の
関
係
史

第
四
章

　
松
村
宗
昆
、﹁
手
﹂
に
息
吹
き
を
与
え
る

第
五
章

　
首
里
手
か
ら
唐
手
へ

第
六
章

　
﹁
唐
手
﹂
か
ら
﹁
空
手
﹂
へ

終

　
章

　
空
手
の
進
む
べ
き
道

題
字

　
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長

　
今
の
空
手
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
唐
手
の
精
神
と
伝
統

の
技
を
忘
れ
て
成
長
し
て
し
ま
っ
た
。
空
手
の
将
来
に
豊

か
な
展
望
を
持
つ
た
め
に
も
、
唐
手
誕
生
の
歴
史
を
正
し

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る―

―

。

　
空
手
修
業
歴
八
十
年
。
生
涯
を
空
手
に
捧
げ
て
き
た
著

者
が
史
料
を
繙
き
な
が
ら
、
唐
手
が
誕
生
し
、
空
手
と
な
っ

た
過
程
を
辿
る
。
武
道
研
究
者
必
携
の
一
書
。

日本武道館の単行本

︵
四
六
判
・
上
製
・
四
五
四
頁
︶

か
ら

て
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁 

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

BU
D

Ō

：

TH
E M

A
R

TIA
L W

A
Y

S O
F JA

PA
N

（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁 

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁 

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

早
稲
田
大
学
教
授（ 

四
六
判
・
上
製
・
４
１
０
頁 

） 著

菅
野

　

 

純

武
道
子
ど
も
の
心
を
は
ぐ
く
む

臨
床
心
理
学
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
を
育
む
武
道
の

可
能
性
、
教
育
力
に
迫
る
。
子
ど
も
を
よ
り
良
く
伸

ば
す
た
め
の
知
恵
と
珠
玉
の
言
葉
を
満
載
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁 

） 著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。



602013．11　月刊「武道」

ニュース

　第４回鹿島神宮奉納日本古武道交流演武大会（主催＝日本武道館・日本古武道協会、協力＝鹿島神宮、

後援＝鹿嶋市・鹿嶋市教育委員会・鹿嶋市観光協会・鹿嶋市商工会）は、10 月６日、茨城県鹿嶋市の鹿

島神宮で開催された。大会には日本各地に伝わる古武道 32 流派が集まり、武
たけ

甕
みか

槌
づち

大
のお

神
おかみ

の神前で、その長

い歴史と伝統を持つ多様な技を披露した。

　また、前日５日には、術技交流研修会と懇親会が行われ、演武者たちは流派を越えて交流を深め合った。

鹿島新當流剣術

宝蔵院流高田派槍術 天神真楊流柔術

32 流派が、その妙技を武神に奉納
第４回鹿島神宮奉納　日本古武道交流演武大会
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前
日
か
ら
降
り
続
け
た
雨
も
、
大
会
が

始
ま
る
頃
に
は
止
み
、
社
殿
前
に
設
け
ら

れ
た
演
武
場
の
周
り
に
は
徐
々
に
観
客
が

集
ま
り
始
め
て
い
た
。

　

大
会
は
、
演
武
者
全
員
で
昇
殿
参
拝
を

行
っ
て
か
ら
、
午
前
10
時
に
開
会
し
た
。

三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長

の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、国
歌
斉
唱
の
後
、

主
催
者
を
代
表
し
て
臼
井
日
出
男
日
本
武

道
館
理
事
長
・
日
本
古
武
道
協
会
理
事
長

が
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
武
神
を
祀ま
つ

る
鹿
島
神
宮
に
お
い
て
、
第

４
回
大
会
を
開
催
で
き
る
こ
と
を
喜
ば
し

く
思
い
ま
す
。
現
代
武
道
、
古
武
道
を
修

錬
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
義
感
、
克
己
心
、

勇
気
あ
る
い
は
礼
節
と
い
っ
た
も
の
を
自

ず
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、現
代
日
本
で
失
わ
れ
が
ち
な
、

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
、
他
者
へ
の
思
い

や
り
、
活
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
に
は
、
日

本
の
古
武
道
が
し
っ
か
り
と
地
域
に
根
づ

い
て
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
保
存
・
継
承

に
一
層
の
ご
努
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」

　

続
い
て
、
来
賓
の
内
田
俊
郎
鹿
嶋
市
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

「
本
日
は
32
流
派
の
皆
様
が
集
ま
り
演

武
を
奉
納
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、
大
変

嬉
し
く
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
大
会
が
ず
っ
と
続
く
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。
み
な
さ
ま
に
は
、
演
武
を
通
じ
て

日
本
の
伝
統
と
心
を
お
伝
え
い
た
だ
け
れ

ば
有
り
難
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
も
こ
の

舞
台
で
、
実
力
を
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
」

　

そ
し
て
、
鹿
島
神
宮
権
宮
司
・
東
俊
二

郎
氏
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
「
鹿
島
神
宮
は
、
多
く
の
武
芸
者
が
ご
神

前
で
祈
念
を
し
て
修
錬
を
積
ん
だ
と
い

う
、
独
特
の
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

皆
様
に
そ
の
妙
技
を
ご
奉
納
い
た
だ
け
る

こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
鹿

島
の
大
神
様
も
必
ず
や
ご
覧
く
だ
さ
る
も

の
と
思
い
ま
す
。
ご
見
学
の
皆
様
も
日
本

の
古
武
道
の
真
髄
を
十
分
に
ご
堪
能
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
ご
奉

納
が
皆
様
方
の
今
後
の
ご
精
進
の
糧
と
な

り
、
指
導
、
発
展
に
さ
ら
な
る
力
を
尽
く

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」

　

閉
会
式
が
終
る
と
、
早
速
演
武
が
始
ま

っ
た
。
鹿
島
に
伝
わ
る
鹿
島
新
當
流
剣
術

を
皮
切
り
に
、
各
流
派
順
番
に
８
分
間
の

演
武
し
た
。

　

演
武
が
始
ま
る
と
、
演
武
場
脇
の
客
席

は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
社
殿
前
に
ま
で
カ

メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を
手
に
し
た
古
武
道
愛
好

家
が
溢
れ
た
。
ま
た
、
参
拝
に
や
っ
て
来

る
人
々
も
、
足
を
止
め
て
演
武
に
見
入
っ

て
い
た
。

　

静
か
な
境
内
に
は
、
木
刀
な
ど
が
交
わ

る
音
、
柔
術
で
の
体
が
床
に
叩
き
付
け
ら

れ
る
音
、
気
合
が
響
き
わ
た
り
、
一
方
、

居
合
な
ど
の
粛
々
と
し
て
い
な
が
ら
も
迫

力
あ
る
演
武
は
、
境
内
の
厳
お
ご
そ
か
な
静
け
さ

を
強
調
す
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

開
始
か
ら
約
４
時
間
、
演
武
は
天
真
正

伝
香
取
神
道
流
剣
術
で
幕
を
閉
じ
た
。
休

憩
な
し
で
次
々
と
行
わ
れ
た
演
武
で
あ
っ

た
が
、
各
流
派
の
多
様
な
技
は
見
る
人
を

飽
き
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
席
を

離
れ
な
い
観
客
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

大
会
は
、
山
田
重
夫
日
本
古
武
道
協
会

事
務
局
長
の
閉
会
宣
言
で
終
了
と
な
っ

た
。　

東俊二郎
鹿島神宮権宮司

内田俊郎
鹿嶋市長

臼井日出男
日本武道館理事長

多くの観客が集まった
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沖縄剛柔流武術鐘捲流抜刀術

心形刀流剣術 伯耆流居合術

大東流合気柔術琢磨会

タイ捨流剣法

竹生島流棒術

當田流剣術

円心流居合据物剣法 気楽流柔術
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関口流抜刀術

心月無想柳流柔術

柳生新陰流兵法剣術

直心影流薙刀術北辰一刀流剣術

荒木流拳法

鞍馬流剣術

琉球王家秘伝本部御殿手無雙直傳英信流居合術立身流兵法
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金硬流唐手沖縄古武術為我流派勝新流柔術

神道無念流剣術

無比無敵流杖術

大東流合気柔術

荒木流軍用小具足

天然理心流剣術

長谷川流和術

天真正伝香取神道流剣術
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こ
の
大
会
は
、〝
交
流
〟
演
武
大
会
と

い
う
名
の
と
お
り
、
流
派
、
演
武
者
同
士

の
交
流
も
目
的
と
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

演
武
大
会
の
前
日
に
は
、
術
技
交
流
研
修

会
と
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　

術
技
交
流
研
修
会
は
、
鹿
島
神
宮
武
徳

殿
で
午
後
３
時
半
に
開
始
さ
れ
た
。
は
じ

め
に
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
理
事
・
事

務
局
長
が
主
催
者
と
し
て
挨
拶
を
し
た
。

「
本
大
会
は
、
武
の
神
様
で
あ
る
武
甕

槌
の
神
を
お
祀
り
す
る
鹿
島
神
宮
に
お
い

て
、
術
技
の
交
流
研
修
会
、
懇
親
会
、
演

武
大
会
の
３
部
構
成
で
実
施
し
ま
す
。
皆

様
方
の
１
年
間
の
修
錬
の
成
果
を
発
揮

し
、
古
武
道
が
さ
ら
な
る
進
化
を
と
げ
る

こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
」

　

続
い
て
山
谷
え
り
子
日
本
武
道
館
評
議

員
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

「
こ
の
鹿
島
神
宮
は
、
素
晴
ら
し
い
歴
史

を
持
つ
神
宮
で
す
。
中
心
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
か
ら
こ
そ
、
長
く
続
い
て
い
く
の

だ
と
思
い
ま
す
。
武
道
も
長
い
間
、
日
本

の
先
人
た
ち
が
平
和
を
求
め
、
歩
ん
で
き

た
素
晴
ら
し
い
道
で
す
。
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
多
く
の
日
本
中
の
皆
様
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
私
も
務
め
て
ま
い
り
ま

す
。
本
日
は
皆
様
の
ご
精
進
、
ご
鍛
錬
を

拝
見
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
存
じ
ま
す
」

　

続
い
て
鹿
島
神
宮
禰
宜
・
天
海
尉
之
氏

が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

「
各
流
派
の
皆
様
方
に
は
、
演
武
を
ご
奉

納
い
た
だ
く
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
武
徳
殿
は
昭
和
初
期
に
国
民
の
士
気

を
高
め
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。
本
日
は
こ
こ
で
士
気
を
高
め
、
明
日

の
大
会
で
心
と
技
を
神
様
に
お
見
せ
い
た

だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　

研
修
会
で
は
、
道
場
内
を
２
つ
の
会
場

に
分
け
て
、
各
流
派
が
順
番
に
演
武
を
行

っ
た
。
演
武
会
と
は
異
な
り
、
演
武
が
行

わ
れ
る
周
り
を
ぐ
る
り
と
囲
む
の
は
、
観

客
で
は
な
く
他
の
演
武
者
た
ち
。
と
も
に

演
武
大
会
に
出
て
も
、
こ
の
よ
う
に
間
近

で
他
流
派
の
技
を
見
る
こ
と
は
少
な
い
た

め
、
技
の
数
々
に
目
を
凝
ら
し
た
。
ま

た
、
合
気
道
を
修
業
し
て
い
る
山
谷
評
議

員
も
、
熱
心
に
見
学
を
し
て
い
た
。

　

研
修
会
は
、
１
時
間
半
ほ
ど
で
終
了
。

着
替
え
や
片
付
け
を
済
ま
せ
て
懇
親
会
会

場
に
移
動
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
流
派
の
枠
を
越
え
て
歓

談
を
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
合
っ
た
。

【
第
４
回
鹿
島
神
宮
奉
納

日
本
古
武
道
交
流
演
武
会
出
場
流
派
】

①
鹿
島
新
當
流
剣
術

②
沖
縄
剛
柔
流
武
術

③
鐘
捲
流
抜
刀
術

④
心
形
刀
流
剣
術

⑤
伯
耆
流
居
合
術

⑥
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会

⑦
タ
イ
捨
流
剣
法

⑧
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術

⑨
竹
生
島
流
棒
術

⑩
當
田
流
剣
術

⑪
円
心
流
居
合
据
物
剣
法

⑫
気
楽
流
柔
術

⑬
関
口
流
抜
刀
術

⑭
心
月
無
想
柳
流
柔
術

⑮
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術

⑯
直
心
影
流
薙
刀
術

⑰
北
辰
一
刀
流
剣
術

⑱
荒
木
流
拳
法

⑲
鞍
馬
流
剣
術

⑳
琉
球
王
家
秘
伝
本
部
御
殿
手

澡
無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
術

澤
立
身
流
兵
法

澹
金
硬
流
唐
手
沖
縄
古
武
術

濆
為
我
流
派
勝
新
流
柔
術

澪
神
道
無
念
流
剣
術

濟
天
神
真
楊
流
柔
術

濕
無
比
無
敵
流
杖
術

濬
大
東
流
合
気
柔
術

濔
荒
木
流
軍
用
小
具
足

濘
天
然
理
心
流
剣
術

濱
長
谷
川
流
和
術

濮
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術

三藤芳生
日本武道館理事・事務局長

山谷えり子
日本武道館評議員

天海尉之
鹿島神宮禰宜

術技交流会の様子
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好評発売中

（ 

四
六
判
・
上
製
・
２
９
６
頁 

）
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

直
接
取
材
に
よ
る
２
０
０
０
枚
の
写
真
と
豊
富
な
資
料
で
古
流
の
全
貌
を
紹
介
！

横
瀬

　知
行

古
流
武
術
研
究
家

著

日本の古武道には長い歴史と伝統があり、流祖に始ま
る一子相伝の脈々たる生命の大河を貫く知恵と経験が
一つの見事な体系となって現代に伝えられている。

（ Ｂ５判・上製・箱入・462 頁 ）



682013．11　月刊「武道」

ニュース

　

第
１
回
全
国
少
林
寺
拳
法
指
導
者
研
修

会
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
少
林
寺
拳
法

連
盟
）
が
、
９
月
13
日
～
15
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
、
千
葉
県
勝
浦
市
の
日
本
武
道

館
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
国
か
ら

71
名
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
た
。

　

本
研
修
会
は
、
全
国
で
少
林
寺
拳
法
を

指
導
す
る
中
学
校
、
高
等
学
校
の
教
員
及

び
社
会
体
育
指
導
者
を
対
象
に
、
我
が
国

の
伝
統
と
文
化
に
立
脚
し
た
少
林
寺
拳
法

の
理
論
と
実
技
研
修
に
よ
っ
て
、
専
門
的

な
知
識
・
技
術
・
指
導
法
の
充
実
を
図
り
、

少
林
寺
拳
法
指
導
者
の
養
成
と
資
質
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今

後
毎
年
開
催
さ
れ
る
。

　

初
日
、
研
修
会
は
午
後
１
時
30
分
に
開

講
し
、
は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
、

新
井
庸
弘
少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
と
、
三

藤
芳
生
日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長
が

挨
拶
し
、
続
け
て
講
師
紹
介
を
行
っ
た
。

　

開
講
式
が
終
わ
る
と
、
記
念
撮
影
を
経

て
、
特
別
講
師
・
宗
由
貴
少
林
寺
拳
法
グ

第
１
回
全
国
少
林
寺
拳
法
指
導
者
研
修
会
を
開
催

全
国
か
ら
71
名
が
参
加

ル
ー
プ
総
裁
に
よ
る
「
社
会
貢
献
・
社
会

に
役
立
つ
人
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
義
が

行
わ
れ
た
。そ
の
後
実
技
研
修
と
し
て「
技

術
Ⅰ　

基
本
・
剛
法
」
を
実
施
。
夕
食
後

は
、
班
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
初
日
の

研
修
を
終
え
た
。

　

２
日
目
は
、
午
前
９
時
か
ら
新
井
会
長

に
よ
る
「
指
導
者
の
在
り
方
と
技
術
指
導

に
つ
い
て
」と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
「
技
術
Ⅱ　

柔
法
」
の
研
修
と
続

い
た
。

　

昼
食
後
、
午
後
１
時
か
ら
特
別
講
師
・

武
藤
芳
照
氏
（
日
体
大
総
合
研
究
所
所

長
）
に
よ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
基
本
理

念
と
危
機
管
理
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ

れ
た
。
講
義
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
参
加

者
か
ら
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
水
分
の
取

り
方
に
つ
い
て
な
ど
積
極
的
に
質
疑
が
あ

っ
た
。
そ
の
後
「
技
術
Ⅲ　

柔
法
」
及
び

班
別
討
議
を
行
っ
た
。
続
い
て
富
士
見
丘

中
学
高
等
学
校
教
諭
の
中
島
正
樹
氏
に
よ

る
「
中
学
校
武
道
必
修
化
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
２
日
目
の
研
修
を

終
え
た
。

　

３
日
目
は
、
午
前
９
か
ら
班
別
討
議
の

内
容
発
表
。
次
に
「
技
術
Ⅳ　

剛
法
・
柔

法
の
ま
と
め
」
を
行
っ
た
あ
と
、
閉
講
式

を
も
っ
て
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

新井庸弘会長による柔法の実技講習
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【
講
師
】

▽
特
別
講
師
＝
宗
由
貴
少
林
寺
拳
法
グ

ル
ー
プ
総
裁
、
新
井
庸
弘
少
林
寺
拳
法

連
盟
会
長
、
武
藤
芳
照
日
体
大
総
合
研

究
所
所
長
、
中
島
正
樹
正
範
士
七
段

▽
実
技
講
師
＝
荒
井
章
士
准
範
士
六
段

▽
助
講
師
＝
谷
聡
士
正
拳
士
五
段
、
田
中

由
喜
大
拳
士
五
段
、
石
井
明
仁
大
拳
士

五
段

宗　由貴
少林寺拳法グループ総裁

◇
参
加
者
感
想
＝
愛
媛
県
・
永
易
雅
之
氏

　
（
愛
媛
県
立
松
山
工
業
高
等
学
校
教
諭
）

 

「
今
年
か
ら
少
林
寺
拳
法
部
の
顧
問
を
し

て
お
り
ま
す
。
私
は
初
心
者
で
場
違
い
な

場
所
に
来
た
の
か
と
最
初
は
思
い
ま
し
た

が
、
一
流
の
先
生
方
に
丁
寧
に
、
初
歩
か

ら
教
え
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
と
て
も
有
意
義
な
研
修
内
容
で
し

た
。
今
後
の
指
導
に
生
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
」

鎮魂行

講義の様子

新井庸弘
少林寺拳法連盟会長

武藤芳照
日体大総合研究所所長

充実した実技研修 技術Ⅰ　基本・剛法の実技研修
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・武道のすすめ
田代しんたろう 著漫画家・別府大学教授

　月刊「武道」誌上で好評連載中の「マンガ・武道のすすめ」を単行本化！

　柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・なぎなた・

銃剣道・古武道の各先生方に毎回直接インタビュー取材し、武道の良さ、

すばらしさをおもしろく、わかりやすく、描いています。

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236 頁 ）




